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一

州
知
の
よ
う
に
、
酒
屋
会
議
は

「
営
業
の
自
由
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
●
下

に
酒
造
業
一者
が
結
実
し
て
行
つ
た
重
税
反
対
運
動
と
し
て
、
氏
権
運
動
史

ｌｉ
著
名
な
事
件
で
あ
り
、
か
つ
ま
た
戦
後
に
民
権
運
動
の
研
究
は
著
Ｌ

い

進
展
を
示
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、研
究
史
上
取
残
さ
れ
た
分
野
で
あ
う
、

「
値
末
性
盛
自
叔
仁
」
お
よ
び

「
自
由
党
史
」
の
二
書
が
伝
え
る
以
ｌｉ干

一刊
ｔ
拓
仰
ら
一か
，丁
Ｃ
れ
て
い
一十
か
つ
た
。　
し
か
し
よ
う
ンや
イ
、」Ｌ
近
、
一４
主
二
一

部
氏
が
栢
一木
枝
盛
研
究
の
一
環
と
し
て
本
運
動
の
研
究
を
発
表
さ
，ｔ↑
）
≡

り
全
貌
が
明
ら
か
に
な
り
始
め
た
の
モ
あ
る
。

夕
永
氏
に
よ
つ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
主
要
な
点
は
次
の
二
点
で
五
る
．

第

一
り
‘
ほ
運
動
の
規
模
に
つ
い
て
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
前
記
二
言
に

柏
木
枚
室
、
小
原
鉄
臣
ら
の
指
導
の
下
に
明
治
十
二
年
二
月
大
阪
、
一′
…≡、

モ
京
都
一
開
催
さ
れ
た
酒
屋
会
議
、
お
よ
び
こ
の
発
端
と
な
つ
た
高
■
県

実
者
の
運
動
し
か
述
べ
て
い
な
い
が
、
事
実
は
広
く
全
国
各
晦
一」
酒
王
士

譲
が
開
催
さ
れ
た
の
で
あ
つ
て
、
本
運
動
は
今
日
ま
で
知
ら
れ
て
い
た

ふ

り
も
は
る
か
に
広
範
囲
に
わ
た
つ
て
酒
造
業
者
を
結
集
し
た
も
の
で
あ
つ′

[上i

市田

ア
伯

た
。

年

二

は

運

動

の

期

間

に

つ

い

て

で

あ

る

が

、

党
■

は

京

都

会

議

！以

後

「
後
・た

絶

え

モ
其

運

動

を

継

統

せ

ざ

り

し

」

と

述

べ

て

い
る

が

、

事

業

は

そ

れ

よ

り

半

年

以

，

も

後

の

十

六

年

一
、

二

月

頃

ま

で

続

け

ら

れ

た

の

で

，わ
つ

ム
」
．

十
一
の
よ
う

に
、
ヨ
一動

は
そ

の
規

模

な

ら
び

に
期
間
に

お
い
て
一前

記

エ
キ

か
，
ｒ
ｉ
わ
と

ナ
】
ろ

才
は

る

か

に
十
一
え
る
，も
の
て
ｉあ

つ
た

ｆ
一
，
一が
に明
ら

い

に

さ
れ

た

の
で
あ

る
が
、

な

お

校
討

う

べ
き
問

題

は
多
ス

残

さ

れ
て

い
あ
毛

単
者

は
、
十（
連
一動

の
階
層

的
一基
盤

と
政

治
過
程

、

ま
た

こ
れ

を
規

制

し
た

一治
造
札
「岬
の
性
格

な
ら
び

に
酒
造

経

営

の
推

移

等

の
検
【市
を
通

し

■
本

語
一

新判
の
十
↑
存只
た
ア
．フ

ロ
ｊ‐
チ

を
一一西
▼（
た
い
と
口
ど
，
！
め
の

一で

あ
）０
【
・、　
一は
一凹
の

一部
合

上
、
・本
稿

で
≡は
佳
小点

を

不
運
動

の
階
層
時

基
雅
一の
校
討

に
Ｌ

点ヽ

を
誇
一

つ
イ
）考

とヽ

Ｌ
み

る

一」
と

に
す

る
。

運

動

の
階

層
的

基
盤

を
明

ら
か

に
す

る

に
は
、
代

表

的

な

一
止

帝

を
と

ん

で
局
地

的

に
運

動

過

程

な

ら
び

に
基
礎

過

程

を
堀
下

げ

る

の
が
、
何

よ

り
点
■
何
的例
な
方

法

ｆ
．
あ
る

こ
ン
一は

い
う

ま

キ
．
も
な

い
、
　
し
か
し
一な
一意
な

，
・

ら
、
現
在

の
研

究
■

の
段

階

で
は

そ

の
よ
う

な

こ
と
は
不

可

悔

で

あ
ろ
．

な

一
ど

な

ら
よ
、

ま
だ
ガ
一
の
地

帯

が

主
要

な
革
≡動
地

帯

で
あ
る

か
一か
明
ら

か

一

 ヽ  一

―
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に
ご
れ
て
い
な
い
し
、
ま
た
か
り
に
そ
れ
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
十
と
Ｌ

て
も
、　
一
地
帯
に
つ
い
て
そ
の
よ
う
な
検
討
を
可
荘
な
ら
し
め
る
ほ
ど
●

豊
富
な
史
料
が
現
在
発
見
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
一現
在
筆
者
に
与

え
ら
れ
た
兄
料
は
新
聞
、
雑
誌
、
刊
本
等
に
み
ら
れ
る
各
地
運
動
の
破
昨
〔

的
あ
ろ
い
は
町
片
的
記
事
、
お
よ
び
統
計
資
料
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
制
約
上
、
筆
者
は
ま
づ
全
国
的
概
観
を
通
し
て
主
要
な
運
動

を
検
出
の
上
、
主
要
な
運
動
が
概
し
て
ど
の
よ
う
な
経
済
的
背
景
を
ｉ
うフ

批
帯
に
形
成
さ
れ
た
か
を
検
討
し
、
こ
れ
を
通
し
イ
≡運
動
の
基
盤
と
な
うン

た
業
者
の
階
層
を
推
定
す
る
と
い
う
方
法
を
取
ら
ぎ
る
を
え
な
か
つ
た
。

し
た
が
つ
て
、
こ
こ
か
ら
引
出
さ
れ
る
私
見
は
、
大
ま
か
な
見
通
し
に
す

ぎ
な
い
よ
あ

で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
お
断
り
し
て
お
き
た
い
，

な
お
、
兄
料
紹
介
の
意
味
で
運
動
過
程
を
な
る
べ
く
評
記
す
る
が
、
家

水
氏
が
す
で
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
史
実
に
つ
い
て
は
、
と
く
に
必
要
う
な

い
限
り
こ
こ
で
は
述
べ
な
い
こ
と
に
す
る
の
で
、
日
氏
の
研
究
を
参
軍
さ

「一「一に
」，
．

二

全
国
各
地
の
酒
屋
会
議
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
家
永
氏
が
年
月
の
ほ
を

追
つ
て
全
国
的
概
観
を
行
つ
て
お
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
方
法
一を
変
え
て
ひ

と
ま
づ
地
域
別
考
奈
を
行
い
、
各
地
の
運
動
を
若
子
な
り
と
も
掘
下
ド
て

お
き
た
い
。
ま
、（つ一堀
初
に
、
土
佐
、
越
前
、
若
狭
、
因
幡
、
河
丙
、
抵
ぞ

丹
後
等
、
第

一
表
に
示
し
た
よ
う
に
広
く
業
者
を
運
動
に
結
集
し
た
■
一帯

を
取
上
げ
、　
つ
い
で
大
酒
造
業
地
灘
お
よ
び
小
規
模
な
運
動
一が
行

わ
れ
た

地
帯
を
及
上
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

域地

存
在

せ
し

め
は
、

其

牟
円

は
徒

に
庫

裡

に
呻

吟
す

る

こ
と
無

く
、

Ｆ

夜

交
流

し

て
殖

産
興
業
あ

資

を
充

た

し
、

往

々
外

国

音
，

不

平
均

を

医

丁ヽ
ろ
基

と
な

り
、
　
一
国
幸
福

を
進

む

ろ
礎

と
も

な

六
一
々
ｔ

か
れ
ら
法
全
国

業
者

に
先

駆
サ

イ
運

動

の

口
火

を
り

つ
■

だ
け

た
、

点

り
を
下

一
ら
の
殖

産
興
業

の

五
イ

と
し

て
位
置

づ
け

ろ

ほ
ど

の
高

い
き

設

て
高

ｉ
一」

，
た
つ
で
あ

つ
た
，

そ

れ
ほ
明

治
十

年

以
来

立
志
社

か
卜
主

ｆ

一邑
知
県
　
一同
県
漕
造
業
者
二
十Ｔ竺
一名
絡
代
野
村
草
六
は
、
班
治
十
四
年

二
月
一十
六
百
付
で
大
蔵
省
に

「
酒
杭
一減
額
願
」
を
え
出
し
た
「
こ
の
一日
書

は
、
酒
税
堵
徴
反
対
の
第

一
の
理
由
を
次
の
よ
う
に
ホ
ベ
イ
い
ろ
ぅ

明
治
十
二
年
度
会
計
予
算
表

官
み
れ
ば
、
政
府
の
出
納
は
刑
宗
あ
る

も

、

十決

し

て

欠
額

を

生

じ

な

い

ｒ
丁

」
は

明

ら

か

で

あ

る

。

し

か

る

に

酒

乱

を

増

徴

す

る

の

は

、

日

庫

に

不

用

の

資

金

を

推

積

す

る

疑

い

な

き

ｉど

え

な

い
〓

若

し

酒

一税
改

正

よ

り

増

収

す

る

金

円

を

Ｌ

て

民

間

に

一
一空
ゆ
　
　
十４

３６‐
‐９９‐
‐
叫
‐
辞
一　
い
　
一メ
Ｆ
！ぃ
＝
一■
６
　
一叫
　
祉

“一　
一い

一者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
本

を
通
し
下
紀
え
ず
統
け
て
き
た
啓
蒙
宣
伝
活
動
の
所
産
で
あ
つ
た
か
も
し

にれ
な
い
。

し
か
し
、
な
の
願
書
は
大
蔵
省
で
受
理
づ
べ
き
筋
の
よ
あ

で
は
な
い
と

し
て
却
下
さ
れ
た
。
そ
こ
で
業
（者
は
大
政
官
へ
差
由
す
こ
と
に
一
一決
に
、

（な孫
、
願
意
の
言
徹
す
る
ま
で
酒
税
を
収
め
オ
ふ

こ
と
を
盟
約
し
た
と
い

う
。
か
れ
ら
が
植
木
枝
盛
、
児
島
稔
に
課
つ
た
の
は
こ
の
頃
で
あ
ろ
う
。

・中中中中！］け印中抑中中中「一中中中い中！中昨中巾中砕一一中中に

堕

何
軒
銑

ネヽ
一一懇
親
〈ム
カ議

い
た
球

外
に
盃

明
で
■
範

さ
て
、
一以
上
の
総
代
、
ま
た
は
大
阪
，
京
都
一会
議
出
席
者
の
年
〓片
を
み

時
”
ガ
手中
却
敬
喘
却
巾
品
鍋
〓い
歳
伸
姉
鞠
鞠
幹
！荊
一
『
却
卯
輛
一押
呼
申
！時
一

市
街
業
者

か
ら
指
導
層
が
出
て
い
る
こ
と
を
水
し

て
い
る
）
高
知
市
行
の

酒
造
業
が
上
佐
で
い
か
な
る
地
位
を
し
め
る
か
、
第
二
表
Ａ
お
よ
び
Ｂ
に

つ
い
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
土
佐
郡
明
治
十
五
年
度
清
一酒
藍
造
高
は
富
一

知
県
の
そ
空
の
四

一
ｔ
九
％

一穴

Ａ
）
、
断
然
十他
の
六
部
を
圧
し
て
い
る

が
、
高
知
市
街
は
こ
の
上
佐
郡
中
八
九
去
ユ
％

を
し
め
て
い
る
↑
こ
じ
同
一

市
街
業
者

一
人
当
り
強
造
高
は
二
七
六
石
、
■
先
生
業
者
の
そ
れ
は
こ
の

約
二
分
の
一
で
一
三
六
石
、
安
芸
、
右
美
、
雌
多
の
諸
部
業
者
の
そ
れ
は

一
０
０
石
一以
下
で
あ
る
。
す
な
わ
ら
高
知
市
街
漕
造
業
は
土
佐
中
第

一
付
，

を
し
め
、
業
者
の
経
営
規
模
は

高
収
的
に
他
の
地
域
の
業
者
の
そ
れ
よ
９

大
学
ｔか
つ
た
わ
け
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
十
一に
の
運
動
一の
指
導
一層
は
、

同
国
中
上
唇
の
業
者
か
ら
出
た
も
の
と
考
え
て
主
か
ろ
う
、

し
み
し
、
こ

第一表 補 麦

r .衛蘭の日

付または掟
地の年月日

明治
14 12

‐訪 当 年 _   ′

度冦造1壺名者今″,手
な

1業
者数
然  |｀ カノ

1最 初問争に参加 した播磨国
中 10部

133

133

35

51

63

15

キ260

★209

229

〃  1出 訴者を出した同国中 7郡

15 5101和 歌山県

〔備考コ (1)署 名者数は 「自由党史J「大阪日報」「立憲政党

新聞J「自由新聞Jに よる。各地域の酒造業者数は各府県続計

書による。ただし和敬山県,大 阪府以外は業者数が不剪なので

酒頬酸造場数を業者数とした。「第四回 日本帝国続計年鑑」所

載の 16年 度続計には醸造場数と業者数ともに記してあるが,

兵庫,大 阪,愛 知等,大 rLH造業地をもつ府県では,前 者の数は

後者のそれを上廻 るが,そ の他の府県では両者の教は,ほ ぼ等

しい。

r2う∧ は 20年 序締計からの推行数^栄 は事件の生 日に該当

する14年度郡別統言十がないので,15年 度郡別統計による数で

男 ■ 表  合 地 違 別 の 多 ガロ人 真 わ よ び 少 力H↑

ウ 当笙 |十‐
Ⅲ      4~  1準 掃 生1者名
予L     ・ ス

  ヒ 鰻録1数
芥 子 自 夕 く

高知県土佐l‐H        40阜 293

兵庫県括磨国      1 361133

曇踏曇軍腎昌   |¶ 拭

福井県越前画        444300

福井県若狭画大飯,遠教2郡 1  641 53

群馬県         ‐  574 28

げI W l妹                     叫ウ|   。・

二重県          1 621 40

和歌 L山県部賀郡      1  3司  65
屈]l il_g号手十乍E国             1   2431 100

渇去号環腎(市'`郡(者,t  851 80
言蔀后鳥後由      △ 231126

1環年甲費呂|
|!】二仁■督|
1 出り 年 月 日 |

1明治   |
1 14  5 16 1

1/

1    12  5

1 1ス  ′1 17

1   5 1 0

1     ′′  ′′

十  ′ /  /′

1  1 6   1

1   ′ ′

―- 45 -
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安

立

は
同

じ
く
越

前

の
業

者

市

橋
促
身

と
共

に
、

そ
れ

か
ら
■

月

後

一？
ｆ

丁
月

一
百
付

で
植

木

が
発

し
た
大
阪

会
議

開
催

の
枚

火
ｒ

発
一中
人
と
し
イ
．名
を
運
ね
て
い
る
一地

こ
の
予
所

像
蛋
帥正

、
ま

だ

植

不

と

の

革
一絡

は

な

く

、

全

く

自

主

的

に

行
ら

た
も

の

で

あ
る

う

ぃ　

こ

う

一判

断

す

る

理

由

は

次

の

よ

う

で

あ

る

。

コ
ロ

奴

伝

」

に

よ

る

と

、

相

互

に

面

一誠

の

な

か

つ
た

植

木

と
安

立

を

一叔

持

つ

十
一
の

は

，
″（
立

の

郷

友

松

村

才

苫

で

あ

つ

て

，
生

樹
が

〓
■
上

‘
言
世
硝

に

書

十田

を
一送

り

、　
こ

れ

に

中対

し

イ
〓
向
４名

が

希
ず
起

人
ン
一

な

）わ

こ

と

を
苗
‐し

来

た

つ
■
卜
と

い

う

。

」値
工（
が

大

一収

会

十
れい
の

一同
ま

者

を

，初

色

し

在

の

は

、

一日

会

期

成

同

秘

お

よ

び

自

由

党

創

立

の
会

辛
瞥

に
石

い

て

ｒ

あ

つ

た

。

な

中樹
が

こ

の

を

主
成
に

六

舌

と

Ｌ
一
ｒ
ｆ
出
とい

‐
ン

Ｌ
い

た

ャ
▼
■
は

一
占
甲
日
党

中
Ｌ
　
ば上
記
し

イ
、
ム
一る

か
ら

、

工胆

（
と

ふ
上
相
一一か

こ

こ

一

会

し

て

一相

謀

つ
た

こ

と

は

”
一？
つ

か
で

，
め
る

。
　

／
〓

一

ス
ク
■
二
植

☆
↑
が

こ

の

人
玄
一腕
！一に
出
山
一怖
キ
，
７
勺
ネ
に
一め

，に
一時円
輸
小
か

‐ど、？
十
外
一承

一に
一市

い
た
の
は
十
月
十

一
日
、
つ
よ
り
安
立
が
請
願
書
を
出
す
四
高
前

の
こ
と
で
あ
る
。
安
立
の
方
は
当
然
こ
の
電
亨
ネ
．に
業
者
の
結
集

を
終
え
、
詰
願
書
を
呈
出
す
る
準
備
も
ほ
ほ
宇
十了
し
て
い
た
と
≡
ャ

え
た
、は
な
り
す
、
他
方
植
木
に
そ
れ
か
ら
な
村
に

合
し
、
ほ
村
か

ら

書

面

が

送

ら

れ

）ィ
．
女

立

の
手

許

に

と
ど

い

た

う

は

、

安

立

が

話

願

書

を

一三

出

し

た

一Ｌ
み後

の

こ

た

，
一を
丁

ケ

Ｌ
よ

か
ろ

う

。

し

て

み

ｉれ
卜は
、

戒
主
側

の
こ
一

動

は

、

植

木

の

計

画

が

ま

だ

知

ら

れ

■

い

な

い
中

に

、

こ

れ

と

宜
↑関

係

に

払
想

？
ら
れ

た

、　
と

，判

断
「し

て

よ

い

わ

け

で

あ

る

ぃ

続
い
て
十
〓
月
十
八
日
に
は
、
七
郡
業
者
総
代
二
十
三
名
が
れ
井
の
風

一月
け
Ｆ
集
合
し
て
減
税
歎
願
に
つ
い
て
相
談
し
た
と
い
，始
ゼ
同
日
二
―
日

六

か
ら

―

一御

劫

め

に

か

け

ヤ
、
高
い度

に

わ

た

り
高

一「合

に
純

並

延

期

■

出

収

Ｌ

た

の

で

あ

る

，

こ

れ

は

、

十

二

年

卒

か

ら

な

万

デ

フ

レ

政

策

の
影

響

が

■

わ

れ

、

か

く

し

て

も

た

ら

さ

れ

■
卜
経

営

の

危

離
一
を
一掛
縫

的
）に

切

十
一
け

よ

う
・

（ ン志
巧
ス
〕
ｏ
も
の

で
ｒ
わ

つ

ヤ、卜
と

口
心
ネ
■
れ

）０
ボ
・
、
　
こ

の

占
ど
に

う
ン
い

，■

の
十詐
土
剛
は
，
川
一

桔
だ

ゆ

ず

ろ

う

。

こ

れ

以

後

の

運

動

の

結

果

は

不

明

で

あ

る

。

大
阪

・
京
都
会
議
の
発
起
人
ま
た
は
出
席
子
！あ

氏
名

・
住
所

を
ヤ手
け
る
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と

，ズ
十
一
え
〓
一
郎
　
一円
条
郡
武
生
有
明
町

一ズ
　
立
　
七
　
郎
　
同
　
石

松

井

吉

〓
一
郎
　
同
部
武
生
橘
町

松
尾

貞

十
郎
　
同
　
石

輔井一評晦ギ段　噸呻欄湘貯『蒔噂嚇）

と
な
り
、
指
導
層
が
武
生
、
福
井
の
両
市
街
、
と
く
に
前
者
か
ら
出
て
十

ろ
．
第
ニ
テ
Ａ
を
み
る
と
、
明
治
十
五
年
度
越
前
諸
市
行
地
清
一酒
曝
造
高

中
、
福
井
の
そ
れ
が
第

一
位
、
武
生
の
そ
れ
が
第
二
位
、　
一
人
当
り
酸
ｔ

高
は
、
一稚
井
が
二
六
九
石
、
武
生
が
四
①
七
石
で
、
越
前
全
体
の
を
ホ
●

一
四
七
石

（第
三
表
の
Ｂ
）
を
は
る
か
に
こ
え
て
、い
る
。
し
た
が
つ
ｆ
〓

越
前
に
お
い
て
も
運
動
の
指
導
者
が
同
国
中
上
層
の
業
者
か
ら
出
イ
．い
ち

と
み
て
よ
か
ろ
う
。
運
動
に
参
加
し
た
七
郡
業
者
三
〇
〇
名
は
一超
前
全
八

部
業
者
の
七
割
弱
で
あ
る
か
ら
各
〓

三む
、
七
郡
内
（り
参
加
率
は
も
つ
と

高
く
な
り
、
七
部
業
者
の
に
と
ん
ど
す
べ
て
が
組
織
さ
れ
た

】
ヤ
と

に

一（

る
。
し
た
が
つ
て
、
安
立
ら
越
前
の
上
層
業
者
の
指
導
の
下
に
、
ム
で
ネ
）

酒
造
者
が
結
集
し
た
と
み
イ
よ
か
ろ
う
。

若
狭
国
　
大
阪

上
示
部
会
議
に
大
飯

・
遠
敷
両
郡
五
十
〓
名

（参
加
キ

一中中↓申卒非寺中中”一一時中却い中鞠呻」「中中中一和！中ｒ一

日
に
参
加
し
た
大
飯
郡
の
和
だ
新
た
に
三
方
郡
が
参
加
し
、
若
狭
再
全
三

部
の
業
者
の
戦
線
が
精
成
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
を
”

室
‐は
ｉ兎
割
強
一一と
汁
一る
　
（第

一
主十Ｃ
。

川
村
は
遠
敦
那
小
浜
住
言
町
の
業
者
で
あ
つ
法
セ
明
治
十
五
年
け
遠
敦

部
の
清
一酒
陣
一造
高
は
若
狭
の
■
、れ
大

一
・
六
％
十に
当
り
（第
三
差
一Ｂ
）
、
小

浜
の
そ
れ
は
四
、
四
四
五
石
で

（第
二
麦
Ａ
）
遠
敷
郡
の
四
九

・
■
一％
に

当
る
。
若
粧
一国
の
一
人
当
り
酸
造
百
は

一
七
四
石
（第
三
表
Ｂ
）
、
小
次
の

そ
れ
は
こ
れ
の
一
・
五
倍
の
二
六

一
石
で
あ
る
曾
彗
一表
Ａ
Ｘ

・「ィ
ま
り
小

次
は
若
“狭
酒
■
一業
一の
中
心
地
で
．あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
――十
一村
は
同
国
山
Ｌ
エ

層
の
業
一看
で
あ
つ
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
七

因
幡
国
　
同
国
を

は
十
三
年
税
副
改
正
が
え
つ
て
，う、
ら
、
増
税
チ
官
う

た
め
に
酒
価
キ
】上
ば
た
が
、
そ
の
結
果
販
元
富
一が
と
み
に
一減
少
し
、
他
の

地
方
に
販
路
を
求
め
よ
う
と
試
一み
た
業
者
も
あ
つ
た
が
、（！住
々
失
敗
し
て
、

ポ
卿
ち年
一木
に
な
つ
て
も
古
酒
を
残
す
者
が
少
で
、な
い
程
の
有

様
チ
Ｌ
あ

う・

た
、
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
鳥
取
県
の
藤
造
育
は
十

一
年
以
来

急
テ
ン
ポ
で
増
加
十し
、
増
税
直
後

一
時
テ
ン
ポ
は
枝
慢
と
な
る
が
、
十
四

生
ふ

身
吊
び
全
一一テ
と

い
の
増
柿
ぶ

行
わ
れ
モ
‐、・る
の
一℃

売
行
ヤ小推

の
点

制
一一つ

一
立十
は
一増
輯
町
に
よ
る
宿
一停
た
り
の
称
噂
に
、　
を
主
Ｌ
過
剰利
に
よ
甘
る
ナ
」田小
あ
ヤ「
一

，ハ■しと
こ
ろ
で
、
右
の
事
態
を
解
ｉ決
す
る
た
め
に
、
一同
国
八
郡
の
ほ
と
ん
ｒ
一

す
べ
て
の
業
者
二

五
九
名
は
金
矛
〓
じ
、
前
島
栄
治
郎
、
吉
村
貞
造
、
安

〓
員
造
三
名
を
総
一代
と
し
て
十
二
月
こ
′国
減
筑
願
を
差
出
し
た
υ
十

一
月

一
日
付
の
植
木
の
散
文
は
こ
の
頃
ま
で
に
全
国
に
配
布
さ
れ
て
い
た
の
で

幕！一一時一キ一〓在巾幸軒中却「一小巾一ヤ呼酷抑キ坤中弾誇中神卒キい市堆車一卯唯中一ヤ

つ
い何
，イＬ
い
ノ、
。

大
阪

・
京
都
会
議
に
出
席
し
た
の
は
↓
自
由
党
史
」
に
よ
る
と
前
一記
二

名
に
一
名
加
わ
つ
て
四
名
、
い
ず
れ
も
鳥
取
市
街
業
者
で
あ
る
。

福

皇
〕

差珠
　
烏
瞑
江
・崎
町

前
島
栄
次
郎
　
同
川
端
町

安

宅

良

造
　
同
立
川
町

こ
咋
』
だ
藤
鳩
十
印
葡
貯
勘
抑
確
嚇
黎
競
卿
球
般
つ
て
鳥
取
県
　
　
！ゃ

八
郡

（因
幡
国
全
八
部
で
あ
ろ
う
）
同
業
者
懇
親
会
を
開
き
、
ま
　
　
！晰

た
″蔦
代
に
運
ば
れ
て
減
税
請
一願
言
を
差
出
し
一脅
】
と
こ
ろ
が
、
そ

　

一討

中姉期醐詢オ輛帥ゆ榔幣神怖印軸嚇貯酸義報一才御劫地鞠　　！車

た
分
派
が
生
じ
、
業
者
の
足
並
み
が
や
や
乱
れ
て
き
た
こ
と
を
示
ヤ　
　
．垢

、Ｔ
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
は
ほ
同
じ
時
期
に
越
前
一芙
者
が
や
は
　
　
一職

り
納
税
延
期
の
線
に
後
退
し
た
こ
と
と
あ

つ
せ
て
注
意
し
て
お
き
　
　
一郷

一た
‐．・．）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
］一【【

有
に
兵
た
よ
う
に
、
図
幡
の
運
動
の
指
導
権
は
専
ら
鳥
取
市
街
　
　
Ａ▲

Ｌ
こ
■
か
も
つ
て
い
た
。
管力
四
一〓
Ａ
に
よ
ろ
と
、
巨
得
十
巾
街
缶
仰芹
」の
　
　
！ギ

邑
美
郡
十
四
年
度
清
酒
験
造
高
は
囚
幡
の
三
八

・
八
％
、
他
の
話
　
　
一牛

部
は
六
％
か
ら

一
一
％
余
を
し
め
ろ
に
す
ぎ
な
い
。
第
四
表
Ｂ
に

よ
る
と
、
鳥
取
市
街
の
清
酒
酸
造
高
は
邑
美
郡
の
そ
れ
よ
り
や
や

多
′ょ
、
数
年
に
お
干
の
疑
間
が
あ
る
が
、
と
も
か
ノ
、
こ
れ
に
ｔ
一ろ
と
、
高

市
有
は
四
幡
の
三
上

・
七
％
々
し
”
ろ
！ャ
〓
た

一
人
当
，
つ
肇
造
百
ｒ

岸
妖
市
街
ほ
二
四
六
百
、
二
な
以
外
の
困
幡
の
地
域
で
は
八

一
〓
一
で

，

い
、
伺
市
行
業
者
の
経
営
規
模
は

一
破
的
に
刊
辺
地
域
業
者
の
そ
れ
ょ
う

大

き

か

つ
た

こ

と

力
示

し

て

い

る

。

し

た

が

つ

イ
、、

困

幡

で

も

津
．動
一あ

指

導
層
は
同
国
中
、
上
唇
の
業
者
で
六
つ
た
と
考
）え
て
よ
か
ろ
う
。

掬
ャ
・３

一ぉ

７ｎ
一

７７

８８

６３

・・４

計

に
一

斉
一

河
内
国

「
東
京
横
浜
毎
日
新
聞
二十
四
年
十
二
月
二
十
七
日
号
に
よ
る

と
、
同
円
錦
部
、
石
―――
、
古
市
、
丹
市
、
丹
北
、
安
信
、
志
紀
、
者
江
、

メ
県
は
力、
三
那
業
者
は
、
そ
の
頃
古
市
部
士
市
村
に
■
丁
）て
酒
十
ポ
一減
額

う
こ
と
を
設
し
、
十
二
年

一
月
十
日
に
減
税
請
願
一書
を
共
筋

ヘ
キ
”
十
二

君̀    名   A険 造高 (石)IB確 造人 AIB(石 )

革 1 6978r388ヽ  +  34

)■      姜     1.735( 9 6ヽ   +    13

'3      ブ 11 1  ■ ,じうり ( b り   |    と け

lR

17

1  邑

1  欠

! 気

合

17

1 6  1

162   +

雪 l i品 1魯 8 1

多 ‐ 1 , 8 2 3 ( 1 0 1 ) |

ョ
‐
 1  1 8 , 0 0 1 ( 1 0 0 0 ) |

鳥 取 市 街 1 同 市l・t以 外 | 合

IA醸
造高 (石)7,143(397)110,85S(503)118,001(1000)|

I B聯  i告  人 1    3 9     1   1 3 3     1   1 6 2     1

1  A / b (伯 )十  ど
4じ
    1   0ち     |   ■ 1■   |

〔備考〕 「明治 15年 1弓取県続計書Jよ り作製
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と
に
決
し
た
と
い
う
「
当
時
河
内
合
十
六
耶
中
四
耶
は
酒
と
業
者
皆
無
て

企刃
）

ユ
つ
た
か
ら
、
業
者
一■
呼
す
る
十
二
耶
す
ベ
ヤ
．
！
り
業
者
が
参
川
ｔ
た
こ

と
に
一′■
一句
≡

〓
ら
に
社
い
て
同
田
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
業
者
七
〇
名
が
結
実
し

（併
・

一
チ
▼
十
二
年
四
月
十
七
日
付
で
製
造
所
税

（大
阪
府
地
方
税
）
の
党
孔

（
３０
）

誌
願
書
を
差
出
し
た
を
こ
の
時
の
総
代
の
一
人
松
口
甚
平
と
他
に
活
楽
野

と
助
が
大
阪
　
京
都
会
議
に
出
席
し
，、崎
．

播
墜
国
　
括
露
の
運
動
は
高
知
に
つ
づ
い
て
早
く
始
め
ら
れ
た
。
す
★
・

わ
ち
、
十
四
年
九
月
下
旬
、
飾
東
ほ
か
九
郡
業
者
総
代
笹
倉
則
常

（多
可

郡
富
田
村
）
ほ
か
三
名
は
、
大
政
官
宛
の
酒
税
減
額
願
を
戸
長
役
場
お
よ

下
）都
「・砕
韓
″
所
【力
長
呼
由
し
て
一丘
（荷
活
妹
芹
中に
主
午
出
し
た
と
≡
一ろ
、
「
啓
ド
ｃヽ
「
丁
に

―と
ぃ
ぅ
Ｌ
ェ
の
際
の
絡
代
と
十
郡
の
名
称
は
、
有
の
一
部
を
除
い
て
不
＝

て
あ
る
が
、
以
下
述
べ
る
県
会
と
の
問
争
に
参
加
し
た
諸
部
と
そ
の
稔
代

一
．あ
す
つ
≡ブ
．

こ
の
問
争
を
引
起
し
た
原
図
は
、
兵
庫
県
で
は
税
則
改
正
直
後
の
十
イ

年
十
月
頃
か
ら
十
二
年
度
済
造
校
査
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
際
稀
類
の
渋
一

ど
を
測
る
の
に
、
鈴
直
に
測
る
べ
き
と
こ
ろ
を
、
桶
の
辺
に
み
ち

て
斜
上
・

ｒ
測
つ
て
工
れ
を
洋
度
と
し
、
造
石
高
を
過
大
評
価
し
た
こ
と

に
あ

一ャ

た
。
と
こ
ろ
で
、
業
者
は
翌
十
四
年
九
月
末
の
十
二
年
度
第
二
期
納
税
斗

は
■
前
に
す
ろ
唄
か
ら
こ
の
丈
畳
法
を
不
審
に
思
い
、
近
隣
の
府
県
に
習

合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、　
い
ず
れ
の
府
県
で
も
か
よ
う
な
文
畳
法
を
用
い
て
ｔ

る
と
こ
ろ
に
な
か
つ
た
。
そ
こ
で
明
石
、
美
要
、
加
東
、
如
西
、
多
可
、

和
京
、
神
西
、
飾
東
、
飾
西
、
印
南
の
十
郡
業
者
は
、
前
記
の
笹
倉
、
Ｆ

京
都
市
田
，
村
午
尾
彦
蔵
、
中
高
部
中
筋
村
船
洋
言
太
郎
の
三
名
を
終
代

Ｌ
し
イ
≡、
エー
生

口
に
、
昨
年
の
酒
造
校
査
丈
畳
法
に
誤
錯
は
な
い
か
、

Ｌ
兵
ド
県
令
森
岡
呂
社
に
何
い
チ
ャ出
し
た
。　
Ｈ
一一令
は
五
日
付
ｔ
　
「書
而
】

一れ
と
趣

↑
全
牛
甲
第
ネ
号
布
達
第
一十
五
項
乏
方
法
ヲ
以
一テ
丈
三
十
シ
モ
ノ

ニ
付
、
別
技
不
文
改
正
候
亨
」
と
指
令
し
て
き
た
。
同
項
は
酒
追
校
れ
に

つ
い
て
規
定
し
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
深
度
の
測
定
に
つ
い
て
は

一円
も
述
が、
て
お
ら
ず
、
し
か
も
一問
題
の
酒
造
校
査
の
後
に
布
達
さ
れ
た
も

一の
で
あ
つ
た
．↓
業
者
は
布
達
が
過
去
に
辺
る
の
を
怪
し
み
、
後
Ｆ
差
出
し

た
書
面
で
存身
疑
を
一行
つ
た
と
こ
ろ
、
県
令
は
よ
う
や
く
千
一
月
八
日
に
な

つ
て

一
本
年
■
月
五
日
指
令
文
中
、
書
面
ノ
趣
ノ
下

『
十
三
年
い昼
力
百
三

十

一
号
及
ビ
」
ノ
十
二
年
ヲ
脱

ン
タ
リ
一云
々
」
と
総
代
に
と
し
た
。
だ
が
、

こ
の
十
三
年
中Ｔ
第
百
三
十

一
号
Ｌ
て
ｆ
は
り
深
度
の
主
主
法
を
示
す
も
の

一下
は
オ
京
，
つ
た
。

一弟
三
期
袖
杭
期
限
は
過
ぎ
去
つ
て
お
り
、
ま
た
十
四
年
度
酒
造
校
童
も

ヤ■
（】
い
て
い
る
の
で
、
業
者
は
焦
つ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
問
に
問
争
は

一即
進
し
て
い
た
）
第

一
回
の
指
令
を
受
取
つ
た
十
月
五
′日
の
ユ
々
胃
ら
七

日
、　
一削
記
″い
一一空
を
名
は
、
一剛
年
の
検
査
法
が
不
当
で
あ
一る
こ
と
力
≡論
じ
て

酒
造
柿
丈
旦
法
の
改
下
を
願
出
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
県
令
か
ら
の
返
答

「は
な
か
つ
」，
　
こ
う
十
る
中
に
納
税
期
限
は
と
つ
て
、に
過
ぎ

去

「ン
た

の

で
、
業
者
は
各
一役
一”
を
経
由
し
て
、
御
改
正
御
校
査
ノ
上
王
当
ノ
造
石
一数

御
達
相
成
長
迄

ハ
造
石
杭
上
納
難
仕
一々

」
と
、
納
税
拒
イ
を
も
ハャ
て
丈

■
一”法
許
有
」
を
せ
ま
つ
た
。　
こ
れ
に
対
し
郡
役
所
は
イ↑
納
〓者
は
公
芋
一桁讐
ガ
に

，付
す
る
と
達
し
た
。
業
者
は
や
や
主
張
を
ゆ
る
め
て
第
ｉ

の
手
段

ｒｆ
ｍ

て
、
十
月
二
十

一
口
総
代
を
派
し
、
第
二
期
納
税
廷
期
を
県
令
レ指
Ｂ
願
―
・

た
【）
県
ム
Ｐ
は
十

一
向月
五
日

「
酒
類
造
十何
税
納
期
之
一は
ハ
一
般
ノ
成
一「申
に
付

雑
及
詮
キ畜

と
、
こ
の
要
求
も
拒
否
し
た
。
業
者
は
ま
た
直
ち
に
対
応
し
、

七
日
に
県
令
に
対
し
、
納
税
た
期
が
聞
屈
け
ら
れ
な
い
な
ら
ば
速
に
丈
ュ

法
を
改
正
し
イ
、欲
し
い
と
、
願
書
を
差
出
し
た
。
県
令
は
十
八
日
付
↓【

「喜
面
願
乏
趣
ハ
今
般
及
指
令
候
通
可
相
心
得
事
」
と
指
令
、
同
時
に
所

日
七
日
，に差
出
し
た
丈
宣
法
改
正
願
に
対
し
て
も
、「書
面
願
ノ
趣

（
当
障
．

相
当
ブ

丈
量
ヲ
為
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
付
最
前
ノ
指
令

（十
月
王
日
の
指
令
―

筆
者
註
）
ノ
通
可
相
心
得
候
事
」
と
指
令
し
、
丈
量
法
改
正
を
拒
否
し
た
．

以
上
の
上
う
に
、
県
令
は
度
重
さ
な
る
欺
願
も
尽
く
拒
有
し
、
他
方
、

部
役
所
は
公
売
処
分

と
い
う
威
嚇
手
段
で
納
税
を
言
促
し
た
。
こ
こ
に
百

つ
て
業
者
に
県
令
と
直
接
交
渉
し
て
も
効
果
の
な
い
こ
と
を
覚
つ
た
の
十

あ
ろ
う
、
か
れ
ら
は
間
争
方
針
を
変
え
て
法
廷
に
訴
え
る
こ
レ
」
を
決
ヤ議

し
、
十

本
月
二
十
日
そ
の
旨
を
県
令
に
伝
え
て
そ
の
最
後
の
観
意
を
ま
ち

っ
つ
、
他
方
で
は
出
訴
の
準
備
を
し
た
。
だ
が
、
十
二
月
比
旬
に
な
つ
て

も
県
令
か
ら
の
指
令
か
な
か
つ
た
。
そ
う
す
る
中
に
明
石
郡
長
冨
ュヽ
■
ト

次
の
同
部
業
者
四
名
に
公
完
処
分
を
進
し
た
。

文
本
貯
一　
石
田
圧
三
郎
　
を

尾

二
奎
工
　
鳥
井
活
次
郎

西
不
所
中　
須

賀

洋不
吉

有
四
名
は
十
二
月
Ｔ
口
出
阪
し
て
大
阪
上
等
裁
判
所
に
訴
ホ
い
チ
荒
・出
！

し
、
「
不
法
の
丈
三
と
を
改
長
す
る
亨
、
不
当
の
税
箱
を
孜
一下
す
る
事
、

追
剰
の
納
税
を
還
附
す
る
事
」
の
三
件
を
要
求
し
、
別
に
上
申
言
を
も
一′

イ
、、
起
訴
に
及
ん
だ
上
は
執
行
中
の
公
売
処
分
を
即
時
停
止
す
る
よ
う
、

北控
］た
ろ
県
令
に
達
し
て
欲
し
い
、
Ｌ
芋
つ
た
。

さ
ら
に
有
四
名
に
引
続
い
て
次
の
同
郡
十
八
名
が
公
売
処
分
を
達
せ
ら

れ
、
十
二
日
に
同
じ
く
大
阪
十上
等
裁
判
所
に
出
訴
し
た
。

旅
”
　

　

一村

　

木

一担

師

吉

大

蔵

（令

村

　

小

野

兵

大

郎

全
虜
力
）

大

倉

谷

一村

　

山

け四

連

蔵

右
卜

生

一村

　

卜

切巾

竹

〓
一

卜

部

活

兵

衛

江

井

一ヤ

村

　

田

中

止

次

郎

西

垂

，不

一仰
　

石

本

三

五

郎

西

新
工

町

　

石

丸

善

次

郎

両
【

阿

工「
　

卜

都

栄

三

郎

市
一

水
　
一町
　

！藤

固

又

三

郎

・他
の
業
者
は
集
団
出
訴
に
出
よ
う
と
し
た
。
し
か
―
、

こ
の
段
併
に
き

て
、
十
郡
・Ｔ
神
西
、
輸
「東
、
飾
西
の
三
部
業
者
は
戦
社
か
ら
離
肌
す

る
。

一残
る
七
郡
百
十
一
名
は
、　
こ
れ
ま
で
一は
代
を
続
け
て
ヤ
たヽ
二
名
の
他
に
常

一泳
嘉
三
郎
を
加
え
た
四
名
を
裕
代
と
し
て
、
大
阪
上
等
裁
判
所

に
■山
訴

し
、
文
量
一芸
改
正
、
過
刑
の
税
金
返
速
を
要
求
し
た
。

以
上
は

「
大
阪
口
報
」
十
四
年
十
二
月
十
六
口
号
か
ら
Ｔ
八
日
号
に
か

け
て
の
記
一号
に
よ
つ
イ
ｉ
述
べ
た
の
で
あ
る
が
、
出
訴
の
一浦
一呆
が
ど
う
な
つ

た
か
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
あ
る
い
は
配
〈
阪
百
一部
」
の
十
二
年

一
月

の
分
れ
た
り
に
そ
の
結
果
が
報
道
さ
れ
て
は
い
な
い
か
と
思
わ
れ
る
か
、

そ
れ
を
閲
一児
で
き
な
か
つ
た
。
出
訴
者
は
合
計
上

二
三
名
で
あ
る
が
一
稀

摩
全
業
者
の
三
六
％
、
最
初
闘
争
に
参
加
し
た
十
郡
全
業
者
数
に
対
し
て

は
約
半
数
．
最
後
ま
で
戦
つ
た
十
郡
中
で
は
六
一剤
強
に
当
る

（第

一
麦
ヽ

戒
！念
な
が
ら
、
業
者
の
ど
の
よ
う
な
層
か
ら
枠
ｆ導
者
や
出
訴
者
が
出
イＬ
い

る
か
を
推
定
す
る
手
掛
り
は
な
い
。 松

村

吉

大

郎

川

崎

常

大

郎

　

・・ｒ
部

悦

八
郎

卜

一部

直

次

郎

　

ｉｒ

部

ｒ共

古

田

甲
源

二

郎

　

村
怯
井
一吉

太

郎

大

内

行
手
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そ
の
後
の
播
磨
の
運
動
に
つ
き
知
り
う
る
こ
Ｌ
を
拾
つ
て
行
く
と
、
★

阪

・
京
都
会
議
に
は
加
西
郡
三
口
村
の
稲
岡
幸
八
郎
　
情
東
部
長
松
村
●

（３３
）

小
泉
源
之
助
が
出
席
し
た
。
両
会
議
の
行
わ
れ
た
翌
六
月
の
一
日
に
は
、

稲
間
、
小
・泉
が
発
起
人
と
な
つ
て
、
姫
路
で
兵
庫
県
一↑
酒
昼
懇
親
会
が
市
一

か
れ
た
（ｆ
参
集
者
は

一‐播
磨
各
郡
及
び
但
馬
よ
り
出
席
す
る
者
凡
を
四
十

ね々
」
で
車の
っ
去崎
収
）

但
馬
か
ら
大
阪

・
京
都
会
議
に
出
席
し
た
の
は
美
含
郡
の
富
森
五
郎
市

一門
代
理

一
名
の
み
で
あ
つ
た
が
、
同
国
で
も
運
動
が
行
わ
れ
た
よ
う
で
■
．

ろ
．「
立
憲
政
党
新
聞
」
十
二
年
五
月
九
日
号
に
よ
る
と
、
出
石
郡
の
十
一上

手
大
郎
の
首
唱
で
同
国
業
者
絡
代
三
名
が
大
阪
会
議
に
出
席
の
予
定
で
あ
・

つ
た
と
い
う
。
こ
れ
に
対
し
、
同
国
各
郡
役
所
は
四
月
下
旬
業
者
に
出
媛

禁
止
を
達
し
た
が
、
と
く
に
一と
し
い
の
は
出
石

・
気
多
部
長
西
山
員
長
で

あ
つ
て
、　
か
れ
は
業
者
を

一
々
召
喚
し
て
出
阪
し
な
い
旨
の
受
書
を
取
う．

≡
≡
だ
が
井
上
や
そ
の
他
気
多
部
の
業
者
十
五
、
六
名
は
、
会
議
に
出
ろ

出
な
い
は
わ
れ
わ
れ
の
自
由
で
あ
る
と
主
張
し
、
そ
の
た
め
日
々
呼
】Ｈ
〓

れ
た
と
い
う
。
世
馬
か

ら
業
者
代
理

一
名
し
か
出
席
か
な
か
つ
た
の
ほ
、

部
役
所
の
力
害
に
よ
ろ
の
か
も
し
れ
な
い
ｃ
と
も
か
く
、
こ
の
懇
親
会
一
．

両
国
業
者
が
合
同
し
た
の
で
る
る
。

出
席
者
は

「
重
に
各
郡
に
て
酒
造
営
業
の
行
事
を
務
め
、
若
く
は
培
た

共
の
総
代
の
任
を
受
け
た
ろ
人
々
」
と
伝
え
ら
れ
る
か
ら
、
両
国
各
郡
”
・

指
導
的
上
層
業
者
が
集
つ
た
の
で
あ
る
う
。
県
令
と
の
闘
争
を
指
導
し
た

お
津
も
出
席
し
た
．
こ
こ
で
も
酒
税
軽
減
、
そ
の
他
二
件
を
致
願
す
る
二

と
を
議
決
し
、
稲
岡
、
小
泉
を
そ
の
委
員
に
逆
挙
し
た
）

Ｔ
五
年
末
再
び
増
税
が
決
定
さ
れ
る
と
、
神
東
、
一科
西
、
節
東
、
弥
「

そ
の
他
各
郡
業
者
は
大
い
に
驚
き
、
十
六
年

一
月
十
八
、
九
日
年
、
各
所

に
集
合
し
て
減
税
請
願
に
つ
き
相
談
し
た
と
い
崎
屯

美
作
国
　
美
作
で
は
い
つ
頃
か
ら
運
動
が
行
わ
れ
た
か
明
ら
か
で
な
い

が
、
大
阪

・
京
都
会
議
に
一
名
も
出
席
者
が
な
く
、
値
本
が

「
自
一叙
伝
」

で
出
席
予
定
は
あ
つ
た
が
実
際
に
は
出
席
者
が
な
か
つ
た
県
と
し
イ
挙
げ

た
七
県
に
ヽ
岡
山
県
の
名
が
見
ら
れ
な
い
。
「朝
野
新
聞
」
十
五
年
九
月
十

七
日
号
に
よ
れ
ば
、
十
二
年
九
月
二
日
久
米
高
条
郡
業
者
は
、
同
部
下
弓

剖
村
に
隼
さ
Ｔ
し、
十
日
に
予
定
さ
４
て
い
る
幸
｛作

一
国
酒
造
営
業
Ｔ
小総
会

に
出
席
す
べ
き
総
代
の
選
挙
会
を
開
い
た
と
い
う
か
ら
、
美
作
で
は
運
動

が
始
つ
た
の
は
遅
て
、　
こ
の
頃
は
ビ
め
て
業
者
の
組
織
化
が
結
つ
た
の
で

あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、　
こ
の
会
合
で
下
弓
削
村
の
神
坂
清
五
郊
は
、
「抑

も
酒
税
減
額
の
詰
願
は
方
今
天
下
の
輿
論
な
れ
ば
、
若
Ｌ
政
府
に
於
て
之

れ
を
聞
屈
ら
ろ
に
至
ら
ば
、
請
願
―
て
も
し
な
く
て
も
我
が

一
部
の
み
作

か
る
べ
き
理
由
な
し
」
と
し
て
、
４
卜代
派
遣
無
用
論
を
唱
え
た
。
新
潟
県

で
は
大
阪
舎
譲
開
催
坐ヽ
副
に
官
文
を
派
遣
し
て
、
酒
造
業
者
に

一
大
阪
つ

会
議
に
剰
下
ンざ
る
も
、
一夙
税
の
沙
次
あ
る
と
≡
≡は
全
国

一
般
の
こ
と
た
一れ

ド
は、　
払
■
す
ヤ山
〕席
広キ
サ
ベ
　
か
ら
ツＦ
ｃ
ス
〕」日
」　
↓ど
キ帆
い
工た
，
」
い
一ｎ／Ｆ一一瑚
）≡じ
小甲
ネ訓
ｍ４
一ほ

神
坂
の
論
新
一と
同

一
で
あ
り
、
あ
る
い
は
岡
山
県
一で
も
新
潟
県
，
一日
じ
論

理
で
実
者
の
標
柔
が
行
わ
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
神
妊
の
こ
の
兄

解
に
対
し
、
福
波
村
の
黒
固
Ｈ
次
と
下
弓
削
村
の
黒
口
某
は
度
崎
一を
し
た

が
、
多
数
の
者
は
神
坂
の
説
に
賛
成
し
、
総
代
を
選
挙
し
え
た
か
つ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
美
作
に
お
い
て
業
者
の
結
果
が
容
易
で
な
か
つ
た
事
情
つ

！
端
を
年
え
て
い
≡
■
．

朗
日
に
不
明
で
あ
る
が
、
恐
ら
イ
、十
月
下
句
崎
■
一工，
ろ
う
、

Ｌ
も
か
く

美
作

一
国
の
会
議
が
閉
か
れ
た
。
発
起
人
は
西
北
条
郡
香

々
美
！村
の
■
；
）

衛
、
東
南
先
郎
津
由
中
之
町
安
東
大
治
郎
ほ
か
数
名
モ
あ

つ
た
。　
汐
″よ
一〓

安
東
を
終
代
と
し
ヤ圭
語
願
書
を
呈
出
す
る
こ
と
に
な
つ
た
．．
安
東
は
十

一

月

一
日
間
山
県
令
に
奥
書
を
求
め
た
が
、
県
令
は
書
面
を
却
下
し
た
。　
！

か
し
、　
か
れ
は
五
日
に
東
京
に
同
つ
て
出
発
し
ふ
仰
）

安
辞
挑
Ｌ工
一示
す
る
ン
ス

在
京
中
の
植
木
の
指
導
、
中抜
助
を
仰
い
，
・百
，

て
あ
る
事
自
由
新
聞
」
に
よ
る
と
、
こ
の
時
か
れ
は
百
余
名
の
総
代
づ
資

（
４‐
）

格
で
あ
つ
た
と
い
う
。
こ
の
数
字
は
美
作
会
業
者
の
約
四
剖

で
ご
甘
｛つ
■

倉
狩
〓
こ
、
久
米
高
衆
部
の
格
代
選
挙
会
に
み
ら
れ
た
よ
う
な
結
■
■
〕

回
鶏
き
が
、
数
字
の
上
に
に
反
映
さ
れ
て
い
よ
う
．

そ
れ
は
さ
て
お
て
、
安
東
は
十
二
月

一
口
大
政
官
の
門
に
至
り
押
一間
を

を
重
ね
た
が
、
詰
辰
書
は
受
理
さ
れ
ギ
、
　
一
先
づ
引
下
つ
一Ｗ
）
そ
の
後
も

か
れ
は
大
政
官
に
出
向
い
た
が
、
遂
に
地
方
庁
を
経
由
し
な
け
れ
ば
採
↓京

で
き
な
い
と
し
て
却
下
さ
れ
た
。
そ
こ
で
東
京
府
庁
へ
差
出
し
た
が
、

肢
の
公
益
に
関
し
元
老
院
に
差
出
す
も
の
で
な
け
れ
ば
添
書
き
し
が
た

い

（４３
）

と
し
て
、
こ
こ
で
も
却
下
さ
れ
た
。

再
び
増
税
が
想
塊
さ
れ
る
と
、
十
六
年
二
月
総
代
か
元
老
院
へ
史
青
●

た
「つ
に
■
一京
し
た
。

再
後
国
　
同
国
与
謝
郡
業
者
は
植
本
の
呼
び
か
け
が
あ
る
と
、
こ
れ
に

応
え
て
動
き
出
し
た
。
す
な
わ
ち
、
十
五
年

一
月
六
国
と
一
〓
上
百
足

百
，

部
酒
造
人
総
会
議
が
開
か
れ
、
大
阪
会
議
に
総
代
派
遣
を
議
決
Ｌ
た
。
三

十

一
百
に
は
総
代
逮
挙
会
を
開
き
、
日
井
五
郎
衛
門
、
小
格
九
郎
術
門
、

黒
田
宇
丘
念
抑
、
一オ
上
治
丘
往
仰
の
四
名
を
選
出
し
ふ
ｃ４５
）
し
か
し
章
一降
卒
ハｒ

ｔ

京
都
会
議
に
出
席
し
た
の
は
国
井

一
名
で
あ
つ
た
。
同
国
中
の
他
の
騒
郡

か
ら
は
一
名
も
出
席
者
が
な
か
つ
た
扶
沌
一後
に
嘔
四
合
五
部
の
連
合
が
キ
≡

Ｆ
駆
十
■
六
年

一
月
丹
後
五
都

一
二
六
名
委
長
主
井
晋
が
減
税
取
力
差
出

し
た
。
こ
の
際
ｋ
同
国
会
業
者
の
ほ
ぼ
半
数
を
結
実
し
た
も
の
と
Ｒ
わ
れ

る

（第

一
表
ヽ

灘
　
〕那
業
者
の
動
き
に
つ
い
て
は
従
来
臆
説
の
あ
る
と
こ
ろ
て
あ
る
が

と
も
か
く
運
動
が
行
わ
れ
た
。
灘
の
大
酒
遣
業
者
の
動
き
方
は
、
地
方
業

一者
の
そ
れ
と
は
や
は
り
大
分
異
つ
て
い
る
。

一
続
灘
酒
沿
■
話
」
に
よ
れ
ば
、
十
三
年
泊
造
税
則
お
よ
び
同
心
得
一書
が

発
せ
ら
れ
る
と
、
灘
業
者
は
二
れ
に
規
定
さ
れ
た
酒
造
校
査
の
時
期
と
方

一Ｆ
み
栞
状
に
沿
わ
な
い
と
し
て
、
こ
れ
の
変
夏
を
願
い
で
た
が
、
闇
帽

け

ら
れ
な
か
つ
た
。
凝
則
は
九
月
二
十
七
日
、
心
得
書
は
同
年
十

一
月
二
十

四
日
付
で
発
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
（！）願
書
が
出
さ
れ
た
の
は
十

二
年
末
の
ン丁
ネ
、あ
一つ
つ
。

つ
い
で
十
四
年

一
月
に
は
、
第

一
期
納
税
期
限
を
四
月
二
十
ロ
ン
し
た

の
は
灘
の
特
殊
な
事
情
に
沿
わ
な
―、
か
ら
、
六
月
二
十
日
に
し
て
欲
し
，

Ｌ
出
願
し
た
。
こ
の
願
書
で
ｆ
ｔ税
額
増
加
ノ
打
キ
ハ
全
国

一
般
何
レ
ノ
同

業
者

二
於
テ
モ
結
局
同
様
ノ
儀
、
回
ヨ
リ
苦
情
ケ
間
敷
義
ハ
不
奉
願
辰
」

と
述
べ
、
十
四
年
の
初
め
に
は
ま
だ
減
税
請
願
の
意
志
は
な
か
つ
汁
一こ
と

を
物
語
つ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
「
大
阪
日
報
」
が
十
四
年
十

一
月
二
十
五
日
お
よ
び
二
十

六
日
の
社
説

「
酒
造
営
業
人
ノ
会
議
」
に
お
い
て
大
阪
会
議
開
権
一ゐ
ャ散
文

と
播
磨
業
者
の
減
税
請
願
書
の
全
文
を
掲
載
す
る
と
、　
こ
れ
に
動
か
さ
れ

て
一
部
の
灘
業
者
が
呼
応
し
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
御
影
村
の
新
井
嘉
有

術
門
、
本
原
熊
吉
、
伊
東
泰
治
の
三
名
が
そ
れ
で
あ
る
。
か
れ
ら
は
大
阪

_ A?__一― あ3 -一
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口
報
社
に
書
を
送
り
、
貴
社
新
紙
に
よ
れ
ば
、
大
阪
に
酒
迄
人
会
議
を
開

い
て
減
税
を
請
願
す
る
よ
し
で
あ
る
が
、
「我
輩
も

亦
近
傍
の
同
業
者

と

謀
り
広
分
の
力
を
尽
さ
ん
と
欲
す
。
実
く
ば
発
起
人
語
君
屈
せ
ず
院
ま
ギ

ャ■
有
数

に
」兵
目
的
才
違
軍
」ら
れ
ん
こ
と
を
」
と
、
賃
意
の
旨
を
申
Ｌ
こ
卜
す

て
孝
たヽ
。

そ
の
後
か
れ
ら
三
名
が
ど
う
行
動
し
た
か
明
ら
か
で
た
よ

。

‐し
か
し

一
大
阪
日
報
」
十
二
月
十
四
日
号
は
、
灘
業
者
が
大
阪
の
業
者
に
減
税
願
に

つ
き
被
文
を
送
つ
た
と
報
じ
、
「
東
海
晩
鐘
新
報
」
十
二
月
十
六
日
号
た
、

十
二
日
発
の
大
阪
通
信
員
の
知
ら
せ
に
よ
る
と
、
灘
業
者
と
椿
・磨
路
の
共

者
が
協
議
の
上
、
減
税
を
出
願
し
た
と
報
じ
、
ま
た

「
続
灘
酒
沿
革
誌

一

は
年
月
啓
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
が
、
「
酒
家
皆
此
ノ
改
正

↑
〓
一三
枯
一造

耗
則
制
定
＝
筆
者
註
）
フ
以
テ
不
可
卜
為
シ
減
税
ヲ
話
願
ス
ル
モ
ノ
順
ル

多
ン
。
当
時
工
郊
／
酒
家
モ
亦
書
ヲ
太
映
大
臣

二
上
り
之
ヲ
詰
フ
」
Ｌ
こ

し
て
い
る
。
し
た
が
うャ
て
詳
ら
か
な
こ
と
は
分
ら
な
い
が
、
と
も
か
夕ヽ
瀧

業
者
も
減
税
志
願
を
行
つ
た
の
は
事
実
で
あ
り
、
そ
の
時
期
は
十
四
年

Ｔ

二
月
上
旬
か
ら
中
旬
に
か
け
て
の
頃
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

大
阪
口
報
に
書
を
送
つ
た
三
名
は
ど
の
よ
う
な
業
者
で
あ

つ
」ケ
●
ふ

４
）
「
明
治
二
十
四
年
兵
庫
県
統
計
書
」
第
五
九
表
に
は
同
年
十
二
月
現
■

資
本
金

一
万
円
以
上
の
酒
造
工
場
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
テ」
れ
に
よ
る
と
、

新
井
嘉
有
術
門
の
苔
ネ不
金
は
二
三
、
∩
と
〓
一円
、職
工
人
軍
一は
三
二
人
、
一↑、

原
薫
言
の
資
本
笠
は

一
八
、
五
四
六
円
、職
二
人
員
は
二
四
人
で
あ
る
。
村
レ

東
奉
治
に
つ
い
て
は
記
載
が
な
い
。
こ
れ
は
か
れ
の
資
本
金
が
一
万
円
よ

下
で
あ
つ
た
か
、
そ
れ
と
も
二
十
四
年
ま
で
に
廃
業
し
て
い
た
か
の
た
ぬ
・

一
・あ
ろ
う
。
右
の
数
字
に
示
さ
れ
た
新
井
、
木
原
の
経
営
規
模
が
業
界
で

ど
の
よ
う
な
位
置
を
し
め
る
か
考
え
て
み
よ
う
。
同
表
に
よ
る
と
、
資
本

や

一
カ
円
以
上
の
工
場
は
、
兵
庫
県
全
体
で
は
九
七
で
あ
る

（株
一式
会
社

ま
た
は
組
合
組
織
の
，も
の
が
七
工
場
、
個
人
経
営
ろ
，も
の
が
ｉ
∩
工

場
）。

二
十
四
年
度
同
県
業
者
総
数
は
七
二
〇
名
で
あ
る
か
ら
（判ド
」
の
一
二

ｉ
九

％
に
当
り
、
残
余
の
八
七

や
九
％
は
資
本
金

一
万
円
以
下
の
業
者
一と
い
う

こ
と
に
な
る
。
し
た
一か
つ
て
同
表
把
試
の
工
場
を
経
営
す
る
業
者
一は
少
数

大
酒
遣
業
者
で
あ
る
と
，
～
■

ナ
ャれ
ら
工
場
は
灘
に
集
中

的

に
存
口
在

し
、
九
０
、
す
な
お
ち
九
二

・
八
％
は
灘
業
者
の
経
営
す
ろ
も

の
イ
ｆ
拘

る
。
こ
れ
を
資
本
金
な
ら
び
に
職
二
人
員
別
に
に
整
理
す
る
よ
、
算
工
表

Ａ
お
よ
び
Ｂ
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
う
し
て
み
る
ン
一、　
こ
れ
ら
業
亨
占
！
で
は

新
井
　
本
原
は
下
位
の
業
者
モ
あ
る
が
、
本
チ
の
範
囲
に
入
る
業
者
は
灘

業
者
の
全
郵
で
十虻
一一
ぃ
。
す
た
ゎ
ち
、
二
十
四
生
度
灘
業
者
総
数
は

一
五

二
名
で
あ
る
か
ら
、
不
表
九
０
名
は
上
位
五
九

・
二
一そ
の
業
者
と
い
う
こ

ン
に
な
る
。
し
た
か
つ
て
、
新
市舟
、
木
原
は
大
洒
一一造
業
者
の
一
買
一
あ
る

が
、
大
湾
造
業
北
灘
で
は
中
位
の
業
者
で
あ
つ
十
一と
考
え
て
■
■
ユ
一
号
．

以
上
は
事
件
か
ら
約
十
年
を
へ
だ
つ
た
時
点
で
の
こ
と
で
あ
る
が
、
し

か
し
事
件
当
時
の
か
れ
ら
の
業
界
に
お
け
る
位
置
を
う
か
が
う
こ
と
が
で

き
ょ
う
。
イ
井
家
の
創
業
は
党
政
六
年
と
い
わ
れ
生
）
新
井
は
、
年
月
は

明
ら
か
で
な
い
が
、
御
杉
の
副
戸
長
に
た
つ
た
の
を
は
じ
め
と
し
て
、
三

卜
二
年
に
は
町
会
議
員
、
二
九
年
に
は
部
み
子
会
員
と
な
る
な
ど
、
公
的

職
務
に
つ
／
ヽ

方
、
十業
界
で
の
一活
動
も
多
一く
、
二
十
年
か
ら
二
十

一
年
頃

に
摂
州
洒
家
興
業
会
社
お
よ
び
灘
酒
家
銀
行
を
設
立
、
二
十
八
年
に
は
灘

高
業
銀
行
を
設
立
し
、二
一十
四
年
に
没
す
る
ま
で
そ
の
監
査
役
を
勤
め
た
。

有
の
点
か
ら
み
て
、
か
れ
は
近
■
か
ら
の
系
詰
を
も
つ
大
油
上
業
者
て
あ

６

７

８

９

‐Ｏ

ｆ

抑

万

り
、　
ま
た
業
界
に
対
し
て
強
い
指
導
力
を
も
つ
た
人
物
て
れ
つ
た
ょ
う
に

思
わ
れ
る
じ
し
た
が
つ
て
灘
業
者
を
減
税
運
動
に
導
い
た
の
は
か
オー
ネ
あ

つ
た
と
極
測
し
て
も
、
あ
な
が
ち
的
は
ず
れ
で
は
な
か
ろ
う
３
木
原
〓
吉

は
十
二
年
に
村
会
議
員
と
な
り
、
一
千
Ｔ
年
以
降
、
町
会
議
員
、
町
長
、
十摯
夢

一学接一〕学一れ中煉タトｔ、』や悔弊ギ中る（治一一中いヤ御一一有庄】崩庁却」帝悔十

‐■
次
４
御
影
近
辺
の
指
導
的
地
位
に
あ
つ
た
も
の
と
考
え
て
ょ
か
ら
ｉ
≡

■
り
と
う
に
、
値
木
ら
の
計
画
に
刊
枝
き
れ
て
！末
者
も
波
税
運
動
た
十
一

‐工
つ
た
が
、
し
ホ
・し
か
な
り
ｔ
あ
ｆ

的

庁一
も

早
く
減
杭
と
い
う
・ェ
動
何

標
か
ら
後
退
し
た
。
す
な
わ
ち
　
大
阪
会
議
の
前
月
で
ぁ
る

十
五
年
四
月
に
は
す
で
に
納
並
延
期
を
出
願
す
々
様
に
後
退

（「ル一）

し
た

の
で
あ

る
Ｌ

し
た
が
つ
イ
、
大
阪

・
京
都
会
一議
の
近
け
に
■的
り

な

が

ら
、
周
知
の
士
一う
に
灘
業
者
が

一
名
も
出
席
し
な
か
つ
々
一の

も
、
右
の
結
果
当
然
の
こ
と
ｆ
．あ
つ
た
。
も
つ
Ｌ
も
灘
業
者

北
唯
韓
輛
任
″
帥
悔
的
ｔヽ じ
れ
中
！一訪
！一
唯
弗
一此
卓
い
唖
時
！【
」

圧
押
ｆ
ぐ
り
ぬ
け
て
会
議
に
若
集
し
た
地
方
業
者
と
は
大
き

な
一違
い
が
■ゎ
すっ
と
ぃ
う七
よ
≡っ
っ

そ
の
後
、
灘
業
者
は
十
四
年
度
酒
帆
五
ケ
年
は
完
納
を
願

い
で
た
。
そ
の
年
月
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
配
一撒
郎
酒
洛
い
革

誌
正

は
、
再
こ
こ
れ
を
請
う
た
が

「
遂
二
乏
ヲ
延
期
ン
十
五

生
‐十
月
晦
日
工
こ
リ
タ
ル
ガ
々

ン
」
と
よ
一ベ
イ
≡
ｈ】ろ
ふ
慎
一ン、

下
五
年
九
月
三
十
日
の
納
杭
期
限
の
少
し
前
か
ら
十
月
末
に

か
．け
て

の
こ
一
ン
一
で
，あ
る

う
．

灘

の
波

税
運
動

は
植

木

ら

の
計
一面

に
刊
哉

さ
れ

て
十

四
年
末

に

一
度
行

わ
れ

★
だ
け

で
、

以
後

行

わ
れ

ず
後

退

し

て
し
ま

つ
た

の
で
あ

る
。

一そ
の
柿
〕

以
下

込

べ

る
地
域

に

つ
い
て
は
多

く

の

こ
と
を

対
り

え
な

い

が
、
将
来
の
地
方
史
研
究
の
手
掛
り
に
な
ら
な
い
と
に
限
ら
な
い
の
で
述

ベ

モ
【デ

、
こ
と

に
す
る

。

ま
う
新

潟
県

二

，
１十１
、
古

志
両
球

の
運
動

を
紹
介

し

ｌｔ

う
。

十

二
年

四
月

二
十

四

口
新

消
媒

Ｔ
吏

か
〓
島

耶
片

臣
村

に
派

出

さ
れ
、
至

急
村

内

の
河

Ｌ

文
子

を
召

喚

し
　

説

論

を
行

（ャ
た
。

ｒ
〓
ド
一
同
村

業

者

が
媒
下

の
キ

上

第 5チ  灘 沼造工場 (明 241231現 た|)

A資 本念別 B I哉 工人員別

資 本 金  工 場数 職二人員  工 場数

1 万円以上  + 早 ( 1 )

2          21

4              5

5      3 ( 1 )

10人 以 :1 17

20     20(1)

30     19(1)

40     5(1)

50          8

; ( 1 )

と (■ノ

70

80
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100

15(〕
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,'An

1
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2
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2

■ (■ツ
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第 6表  府 県 rrl酒頬肇造高 (班治 14年度)

青百百
~茄
巧両石下Oo8百戸孫再

支1 秋早
376 68.9541B1  183 C1  450 E

酪揚1対瑞判:1判と1嶺キ岳

〓
と
た
，
、
沼
税
に
つ
き
建
議
を
企
イ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
と

い
一生
十
・

燕噛離幾穀卵］嘩卿一れ一”一けら術車「キ十一れ「、〓
一二●”一

こ
の
片
貝
村
業
者
が
中
心
と
な
つ
て
運
動
が
始
つ
た
の
で
あ
ろ
う

，
、

「
新
潟
新
聞
」
十
五
年
六
月
十

一
日
号
は
、
古
志
、
三
鳥
両
郡
業
者
二
下

五
、
六
名
は
本
日
長
岡
波
里
町
旅
店
小
熊
屋
で
会
議
を
開
一ま
、
減
税
啓
十議

の
手
社
を
討
議
す
全
予
定
で
あ
る
と
報
じ
、
ま
た
六
月
二
十
四
百
号
■
、

同
郡
業
者
は
ま
た
ま
た
何
か
協
議
す
る
ら
し
く
、
長
岡
渋
里
町
て
会
議
を

開
く
ズ、
き
旨
の
横
文
を
廻
し
た
、
と
報
じ
て
い
る
。

つ
ま
に
辞
馬
県
西
詳
馬
郡
に
つ
い
て
。
大
阪

・
京
都
会
議
に
出
席
Ｌ
た

卒
馬
県
二
十
八
名
結
代
は
、
西
詳
馬
郡
下
野
田
村
田
村
小
文
治
、
同
純
■

回
村
相
川
林
次
郎
代
理
相
川
恒

一
で
、
い
ず
れ
も
西
群
馬
郡
業
者
で
あ
る

各
自
由
党
史
」
は
、
両
村
は
群
馬
郡
に
属
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
が
、
こ

れ
は
誤
り
で
、
当
時
群
馬
郡
と
称
す
る
郡
は
な
く
、
両
村
は
西
詳
馬
部
に

属
し
工に。
）
し
た
が
つ
て
、同
県
の
運
動
に
参
加
し
た
業
者
二
十
八
毛
の
大

部
分
は
西
群
馬
郡
業
者
で
あ
つ
た
の
で
あ
ろ
う
。
同
郡
業
者
は
十
八
年
！
．

却
裁
賄
印
却
却
い
う
（
狩
粉
定
治
郎
両
名
を
総
代
と
し
イ
酒
造
一机
軽
減
定
議
書

最
後
に
二
重
県
河
曲
部
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
こ
う
。
大
一阪
・
京
都
会
議

ポ
軸
席
し
た
二
重
県
四
十
名
総
代
三
名
は

い
ず
れ

も
河
曲
郡
業
者
で
あ

る
。
こ
の
後
八
月
十
日
、
吉
で
二
重
県
酒
屋
懇
親
会
が
企
て
ら
れ
た
■
、

性的中峯中叫荘頼械増岬和十「中析折一庁残”邦弘ヤ庁取和一中鞠子寺軒一兜

運
動
の
中
心
を
な
し
た
の
は
河
曲
郡
業
者
で
あ
つ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
十

・
一
の

降

の
‐‐ヒ“
＋
！者

庁
≡
小
日
「

た

が
、

ヤ
は

り
河

的
那

業
者
一で

は

な

か
ろ
十

み
．

■
■
．

そ

の
他

攻
抗
、
千

葉

二

県
、
静

問
，ｆ界
一
和
訴

山
県
琲
賀

汁
か

ら

そ
れ

ぞ

４
数
十

名

の
業
者

す
一代
表

し
て
総

代
！か

大
阪

京
都

会
議

に
出
席

し

て

い
る

か
ら
（
第

≡
こ

、

こ
れ

ら

の
地
域

で

も
小

規

博

な

が
ら
遭
一動
が
行

わ

れ
た

り
に
ち

が

い

な
い
が
、

い
ま
明

ら
か

に
す

る

こ
と
が

で
き

な

い
。

三

き

て
、
以

上

の
よ
う

な
賓

Ｌ

い
報
告

で
、
各

地

の
運
動

を
正
確

に
干
価

す
る

こ
と

は
難

し

い
が
、

ほ

ぼ
次

の
よ
う

に
言

え
士
一う
。

ま

↓
最
ｊも
主

専
一

な
運
動

地
帝

と

し
て
一は
、
初

期

か
ら
長

期
間

に
わ
た

つ
て
運
動

が
継

続

さ
・

れ
た
点

、
参

加
人
員

な
ら
び
Ａみ
加
卒

と
も

に
高

い
数

字

を
示

し

て

い
る
占
一

）、ホ
ガ
一ふ
イ
ｒヽつ
一み
て
、　
十工
作
一、　
補
寧
刷
、　
一囚
脈
町
を
差
孫
げ
ア
ウ
こ
うと
いか
ネ
」，
一ヽ
卜よ
９ヽ
９　
一河
】

内
、
を
波
の
参
加
率
は
九
〇
％
を
Ｌ
え
る
が
、
こ
れ
ら
二
国
は
全
業
者
数

に
し
て

一
〇
一∪
名
に
満
た
な
い
の
こ
あ
る
か
ら
、
前
一記
三
地
帯
と
同
列
に

評
価
キ
る

こ

と
は

で
き

な
，

一
し
か

し
ヽ　
百
里

未
者

の
ほ

と
ん
ど

コヽ
ベ

て

に
祖
級

が
及

ん
だ
批

帯

と
し

て
注

日

し

て
よ
か
ろ
う
。

播
磨
、
実

作

、

丹

・後

の
参

」挫
や
は
半
数

前
後

で
あ

る

が
、

播
磨

で
は
す

で

に
見

た

よ
う

に
ね

は
っ
強

い
集

団

的
闘
争

が
行

わ
れ

、
美

作

、

オ
後

は
全

目
的

に
運
動

は
退

潮
期
に
入
つ
た
時
期
に
分
」
〔ウ点
は
後
述
）
、　
京
∪
０
名
を
こ
え
る
人
長
を

結
集
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
三
画
も
主
要
運
動
地
帯
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
ｃ

こ
れ
ら
地

帯

て
広

く
業
者

が
結

果

さ
れ

た

条
件

と
し

て
は
、

目
苗
党
員

の
指

導

の
有

無

、

あ

る

い
は
一一未
者

、

と
く

に
指

導
層

の
意
識

の
高

低

な
ど

主
体

的
条
件

を
考

え

て
み
な
け
れ
ば

な

ら
な

い
が
、

そ

れ
を
検
討
す

る

に

史
料
が
皆
無
で
は
な
い
に
し
て
も
、
決
定
的
に
不
足
し
て
お
り
、
ま
た
水

稿
の
目
的
か
ら
し
イ
】、
こ
こ
で
は
社
会
的
＝
経
済
的
・宋
件
を
考
え
て
み
た

い
。ま

ず
第
六
表
に
よ
り
、
当
時
の
酒
造
業
発
展
の
地
域
差
を
全
国
的
に
村
一

観
し
て
お
こ
う
。
便
宜
上
、
不
表
の
そ
れ
ぞ
れ
の
項
日

（
た
だ
し
醸
造
場

を
除
く
）
の
数
字
を
Ａ
か
ら
Ｅ
に
区
分
し
た
。
Ａ
は
最
低
、
Ｂ
は
低
い■

Ｃ
は
金
田
平
均
前
後
、
つ
ま
り
中
住
、
Ｄ
は
言
付
、
Ｅ
は
最
高
を
示
す
．

弦
造
一向
に
つ
い
て
各
区
の
順
位
を
み
る
と
、　
Ｅ
ク
ラ
ス
が
近
哉
区
、
Ｄ
タ

ラ
ス
が
東
れ
、
山
陽
区
、
中
性
の
Ｃ
ク
ラ
ス
ぃ一害
十山
、
四
回
、
関
東
、
北

性
の
諸
区
、
Ｂ
ク
ラ
ス
が
東
北
、
九
州
区
、
Ａ
ク
ラ
ス
が
山

ゆ
一
区
と

な

る
。
次
に
自
家
用
酒
醸
造
戸
数
割
合
を
み
る
と
、
Ｅ
ク
ラ
ス
が
山
陰
、
東

北
、
九
州
で
、
こ
れ
ら
諸
区
に
農
民
の
自
治
的
夕
内
工
夫
が
強
く
残
存
し

▲
ｆ

Ｅ

Ｂ

Ｃ

Ａ
一
　

Ｃ

■
「
百
押
‐
抑
「
川
「
．お
‐・
２

ｎ
）

一

・８

　

ｒｔ

一　

７

　

〔
〕

　

９

一 一 ― ― 一 一 ― ― ‐ 十 ~ ~  ~ ~ ~ ―
一 ―
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哉

1全

て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ろ
。
Ｃ
ク
ラ
ス
は
北
陸
、
Ｂ
ク
ラ
ス
が
関
吉

蝉
陽
、
Ａ
ク
ラ
ス
が
近
哉
、
東
海
、
東
山
、
四
日
と
な
り
、
当
然
つ
工
と

な
が
ら
営
業
酒
肇
造
高
の
順
位
と
は
大
体
に
お
い
て
逆
に
な
つ
イ
ト
ふ
ｔ

こ
の
よ
う
な
酒
造
業
発
展
の
地
域
差
は
、
商
品
生
産

一
般
の
発
展
の
批
す

た
と
ほ
ぼ
照
応
す
る
も
の
て
あ
る
と
い
た
主
う
。

子
造
高
、
一
ｒ
造
場
当
ｎ
”
造
高
と
も
に
Ｅ
！
フ
ス
，
い椙
だ
ふ
、
■
―十‐…
、

が
発
展
し
て
い
る
府
県
で
は
、
そ
の
内
部
の
地
域
差
が
と
し

い
こ
と
は
理

論
的
に
い
つ
ヤ
、も
、
ま
た
後
掲
第
七
チ
の
示
す
と
こ
ろ
に
よ
つ
イ
も
叫
ら

か
で
あ
る
か
ら
、
府
県
内
の
一
地
域
の
運
動
の
経
済
的
背
景
を
大
チ
か
テ、

妹
９
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
ｃ本
表
は
、後
に
個

々
の
運
動
地
■
酒
造
■
■
ィ

究
反
す
一を
全
目
的
に
位
置
つ
け
る
際
の
基
礎
を
提
供
す
ろ
に
と
ど
と
、
十

に
運
動
に
関
連
あ
る
府
県
を
国
別
に
区
分
し
た
第
七
表
す
検
討
―
ェ
ｉ
ｔ

年
度

・
１・１

11  1

店
前

バ
阪
、
え
知
で
あ
る
。
和
歌
山
県
の
腋
造
高
は
Ｂ
ク
ラ
ス
で
一あ
る
が
一
性

造
場
・当
り
酸
造
高
は
Ｅ
ク
ラ
ス
で
、あ
り
、
大
規
模
経
常
を
数
多
く
分
出
し

て
い
る
地
帯
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
最
も
主
要
な
遷
一動
地
杵
で
あ
る
十

と
、
越
前
、
閃
幡
そ
れ
ぞ
れ
が
所
属
す
る
高
知
、
海
井
、
鳥
取
三
県
が
熙

造
高
、　
一
腋
造
場
当
り
降
造
高
と
も
に
Ａ
か
ら
ャＢ
ク
ラ
ス
の
末
発
展
な
地

＋
投

キ、京
ャ
た
こ
と
よ
、
・ケ
↓
卜注
意
し
て
■
〓
た
い
．
し
か
」
、
消
造
業

第
七
チ
や
、
大
政
府
の
み
は
酒
類
酸
造
高
を
、
そ
の
他
は
清
酒
酸
造
高

を
と
つ
才
、あ
る
の
で
、
統
計
様
式
、が
統

一
さ
れ
ず
、
地
域
的
比
強
を
行
う

り
に
お
十干
厳
荷
さ
を
欠
い
て

る
。
し
か
し
酒
類
中
消
酒
以
外
の
も
の
の

的
め
る
割
合
は
極
め
て
少
く
、
ま
た
全
業
者
中
清
酒
を
使
造
し
な
い
業
者

Ｒ品

摯

歩

―
い
か
桁
）
，
ｉ

・ド′一差
ネ

≡
い

。

人
当
一り
の
一峡
走

第

府 県

高  知

鳥 張

365

1621

3701

4441

831

248

891

3091

つ■ ●

|

“ " |

主J
l、127

AIB
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144

111

116
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161
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郡 A醸 造高 (石) B酸 造場 IA/B(る )

一高
を
み
る
と
、
土
件
一、
四
幡
、　
越
前
、　
若
狭
、　
美
作
、　
丹

後
、
河
内
ほ
い
ず
れ
も
二
〇
一０
石
以
下
で
あ
り
、
た
だ
播
磨

の
み
が
二
七
三
石
で
あ
る
。
前
掲
第
六
表
に
よ
れ
ば
、
高
知
　
　
いカ

中！中ｒ呻一申の中中囀埠のキ中中や呼一帥『十キ中中　　中̈

台
で
あ
る
か
ら
、
図
幡
は
Ａ
ク
ラ
ス
ン
一み
て
よ
い
。
一後
に
み
　
　
一高

に
小

規

模
な

が
ら

運

動

が
行

わ
れ

た
地

帯

を

み

て
お

こ
う
七
　

　

第

ま
づ
・和
歌
山
県
を
み
て
お
こ
う
。
同
県
の
運
動
状
況
は
不

明
だ
が
、「
自
由
党
史
」
に
よ
る
と
、
郡
賀
郡
全
業
者
三
十
土

名

（第

一
表
）
稔
代
四
名
が
大
阪

・
京
都
会
議
に
参
加
し
て
い
る
．
同
具

中
酒
造
芙
が
発
展
し
て
い
る
地
域
は
、
第
八
表
に
示
す
よ
う
に
、
北
部
●

伊
部
、
郡
費
、
名
草
、
和
歌
山
の
四
郡
区
で
、
こ
の
四
郡
の
十
四
年
度
涯

類
藍
造
高
は
同
県
の
七
〇
％
近
く
を
占
め
て
い
る
。
那
賀
郭
の
工美
者

一
人

当
り
藍
造
高
は
三
六
五
石
で
、
伊
都
那
の
そ
れ
が
七
四
二
石
一、
和
歌
山
Ｘ

っ
〓
れ
が
五
七
九
石
で
あ
る
の
に
対
し
て
低
い
。
し
か
し
、
前
掲
拝
六
安

．
５９

０

４．

３８

・帆

６９

舌
一
品
ｉ

一一品

切

二

折
玉

罫

初

に
よ
れ
は
、
和
歌
山
県
の
一
聴
一造
塀
・当
り
顕
浩
二高
は
Ｅ
タ
ラ
ス
で
あ
る
か

ら
、
那
習
都
の
酒
造
経
営
は
中
位
以
上
の
発
展
を
な
し
て
い
る
も
の
と
み

て
よ
か
ろ
う
。

次
に
三
言
点
河
曲
那
。
三
重
県
で
酒
造
ェ業
が
盛
ん
な
の
は
、
第
ｉ
表
が

示
す
よ
う
に
北
東
部
で
あ
る
が
、
こ
の
中
で
も
二
重
、
河
曲
両
郡
が
最
も

発
展
し
て
お
り
、
十
五
年
度
河
曲
郡
業
者

一
人
当
り
清
酒
醸
造
高
は
四
九

市娘”味昨榔控確狩蝶】時は鵜和時帥禅凝廂年の①範　　中一‐

棟一”いい咋印抑一わ一中れ””巾一的いｔヽ度検お！“中中　　的”

中，中車準韓車中昨中中沖印中「中中帥弗つに業中沖中　　中”〓中

０
石
で
あ
る
。
前
掲
第
六
表
に
よ
れ
ば
、
三
重
県

一
酸
造
場
当
り
酔
！造
吉

は
Ｄ
ク
ラ
ス
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
同
郡
酒
造
業
は
中
位
以
上
の
発
展

を
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

群
馬
県
西
群
馬
部
。
第

一
〇
表
に
よ
れ
ば
、
西
群
馬
郡
十
二
年
げ
一沼
塩
・

醸
造
高
は
同
県
の
一
八

・
一
％
を
し
め
る
。
そ
の
他
の
郡
で
一
〇
％
一年
こ

す
る
も
の
は
な
い
。
し
か
し
同
部
の
一
酸
造
場
当
り
酸
造
高
は

一
人
一
石

で
、
中他
部
″
拓
列
し
際
立
つ
た
と
こ
ろ
は
な
い
。
し
た
が
つ
て
、
間
↓部
は
末

発
展
な
地
域
で
あ
る
が
、
辞
馬
県
中
で
は
最
も
酒
造
業
の
盛
ん
な
地
域
で

あ
つ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

新
潟
県
三
島
、
古
志
郡
。
同
県
イ
酒
造
経
営
が
発
展
し
て
い
る
の
は
越

後
平
野
地
帯
、
す
な
わ
ち
南
、
北
、
四
の
市
原
三
郡
お
ょ
び
三
鳥
一、
古
志

所
部
で
あ
つ
て
、
第

一
一
表
に
示
す
よ
う
に
十

一
年
度
つ
こ
れ
ら
各
郡
業

者

一
人
当
り
青
酒
酸
造
高
は
二
ｎ
）Ｏ
石
以

上
、
そ
の
他
の
部
の
そ
れ
は
二
ｎ
）Ｏ
石
、

あ
る
い
は
一
〇
〇
石
以
下
で
あ
る
Ｌ
詳
，し

く
‐、
え
ば
、
二
島
郡
は
二
八
一
石
、
古
志

郡
が
二
六
一
石
で
あ
る
。
前
掲
第
一六
表
に

よ
れ
ば
、
新
潟
県
あ

一
豪
造
場
．当
り
整
造

一高
は
Ｂ
ク
ラ
ス
で
あ
る
か
ら
、
両
部
酒
造

業
は
ど
う
や
ら
中
位
に
達
す
る
か
、
や
や

こ
れ
を
下
廻
ろ
程
度
と
考
え

て

よ
ふ
・う
つ

景
後
に
兵
庫
、
大
阪
、
愛
知
三
府
県
内

で
最
も
酒
造
業
の
発
展
し
て
い
る
部
を
挙

ば
る
と
、
第

一
三
表
の
を
っ
で
」守
つ
。
兵

庫
県
で
は
い
う
ま
で
も
な
く
灘
所
在
の
武

庫
、
売
原
両
部
で
あ
つ
．■

十
一「一年
度
業

者

一
人
当
り
吉
酒
醸
造
高
は

一
、
０
０
０

石
台
で
あ
る
〔
愛
知
県
で
は
知
多
郡
で
、

十
六
年
度
業
者

一
人
当
り
清
酒
醸
造
高
は

161 1

192 1

1671

130 1

171  1
|

105

47

54  1

69  1

290  1

西 群  馬  1 16,885(181)

再    :籍     9,012 (96)

南 勢 多 ‐ 9 0 0 1 ( 9 6 )

rt      ぅに   1    8 988  (9 6う

その他13県 1 4 9 , 6 0 3 ( 5 3 1 ) |

合 計 93,489(1000)| 165 1

〔備考〕 「明治 16年群馬県統計書」より作製

第11表 新 潟県郡別清酒醸造高 (明治 12年度)

郡  区  I A醸 造高(石) i B醸 造人 IA/B(石
)

| _

61

2∩?

463

12∩

287

■31

ifi t末 に= ヨで  |   ヮ R つRR rlュ  7ヽ  !

キ, マ言 工→ヨ【      つ 打 ■99 r19 7ヽ   |

古 志 郊
!

石  N E I  石い |

西 蒲 原 郡 |

酌 r F H ‐原 君い |
す小れ l  n t l l R ぼ|

計  1  1 9 1 , 7 0 5 ( 1 0 0 . 0 )

21

35  1

34

1lS

742  1

365  1

344  1

200  1

1 伊 都 郡 1 1 5 , 5 8 0 ( 2 0 . 5 ) |

1  那 賀  郡   1 2 , 7 6 7 ( 1 6 8 ) |
千可 甲1ア rli F;ご      19 1A耳  rlA ∩ 、  |

1 名  草  区    11.696r154ヽ  |

そ の4 也わ朴  |  ソ 5 , O Z l ( 5 1 2 ) |

13,855  (/ 2)          bじ   I     Zじ上

■Z,じ4Z  (0.4ノ  I        D生  |     とちフ

■ち,UυO  (Il つノ  1        4■  1     つ
。υ

ィュ バnQ ィクR R、  +       46∩  1      97~ , ~ ヤ  ヽ
~ キ ヤ/  1     ~   |

ハ / 5 , 8 1 9 ( 1 0 0 0 ) | ワ,0

〔備考コ 「FIB治15年和歌山県統計書」より作製

とTフ ケ`   _一 里 ウれくtHp″」ィ月r中日表束口F詞 (クコヤh ■ 'う F!!えツ

I Lp6 1 亜
0

〔備考〕 「明治 13年 新潟県治統計表』より作製

_ 61 __

江ユA  I

1 9 6

? 6 ?   |

?6 Rll r19 7ヽ

19 馬RA rl1 7ヽ

1っ RRn  ro R、

11,910(89)

■U,444  (r も)

52,683 (39 5)

志  !

その他1 6 郡 |

′ヽ     言十   1   1 3 3  2 6 4 r i∩ ∩ ∩、  l        s n R~           |      夕
    ｀      /   十

       ~ 十
一

〔備考〕 「明治16年三重県続計書Jよ り作梨

― l‐∩ _ _



十 t だ,

第12テ 兵 臣 ._‐
‐
知 大 阪 3府県内大酒道業地

清酒醸造高 (堺区,北 区は酒類)

部   区
  多 盲資造含(石)軽遣人 き

(石)繁
霧 十

74 1,551  23 7 1

138 1,143 1 34 0 1

128   466 ‐ 44 9 1

88   687  22 6 1

114   435 ‐ 18 6 1

(63)

四
バ
六
石
モ
あ
る
、　
！
一

し
十
六
年
度
Ｌ
〓
′千
κ
サ

深
刻
化
の
た
め
、
全
国
山

に
極
度
に
減
造
や
度
業
か

行
わ
れ
て
い
る
の
で
、
こ

の
数
字
を
他
と
比
峡
す
ろ

，ィ

３

な
け

３

６

　

　

　

ナ
と

は

で

き

な

堤

安

克

‐４
，
叱

５９
，
吼

ｑ

　

　

県
倉

審

、
十

一傘

専

信

酒
酸
造
高
は
十
一■
年
笠
”
ャ

‐
‐　
‐
　
‐‐
‐

十

一
裂

‐５

‐５

・６

Ｍ

Ｍ

孫

　

四

八

二

劣
一、

ル東
，有

丁

八

当
り
で
は
大
三

・
八
％
ｔ

（
α
）

こ
の
る

ｃ
　
≡
」
の

占
ギ
か

ら
一
十

下
一

年
度
知
多
部
の
消
酒
蜂
造

一高

お

ょ

び

輩
一者
二

人

当

，

の

そ

れ

を

推

官
一す

れ

は

、

却

如

”
中

舶

舶

！
ｍ

　

御

申

出

，

ｗ

”
・市

い

れ

一

考
え
ら
れ
る
。
大
阪
府
で
は
堺
区
と
大
阪
市
街
北
区
で
あ
る
。
十
四
年
す
一

業
者

一
人
当
り
酒
類
醸
造
高
は
、
堺
で
は
六
八
七
石
、
北
区
で
は
四
三
〓
・

十有
十
一↓つ
）つ
。

き
て
以
上
検
討
し
た
と
こ
ろ
か
ら
、
運
動
と
そ
の
地
帯
済
造
業
う
発
展

度
と
の
関
連
を
大
づ
か
み
じ
一夢
え
ば
、
ほ
ほ
次
の

！
ｋ
う
に
い
え
さヽ
七

十
一

づ
第

一
に
、
全
国
で
厄
指̈
の
大
酒
造
業
地
で
は
、
灘
に
極
め
て
短
期
間
工
一

動
が
行

わ
れ
た
の
み
ネ
、
そ
の
他
に
運
動
は
起
ら
な
か
つ
た
。
ま
）ｉ

一Ａ

政

・
京
，訃
今
議

に
は
、
有

に
ュ
た
部

、
如

多
、

天
に
、
料
あ

業
者

に

一
名

も
参

加

し
て

い

な
い
ぅ

第

二

た
、
予
高

ク

ラ

ス
で
は
な

い
が
、
や

位
も

し

で

は
そ
れ

以
一上

の
希
十展

が
な
さ
れ

て

い
る

地
帯
。

こ

の
よ
う

な
地
帯
ふ

ら

は
あ

ま

９
Ｆ
！動

が
起

つ
て
な

い
。

軍
動

が

行
わ
れ

た
地

帯

と
し

て

ｌｔ
、

い

ま
明

ら

か
た
一悔

開
一で
は
、

播
は
一、
二
重

県

河ヽ
出
耶

、

和
歌
山

県
郡

を
挙

げ

る

こ
と
一か
で
き

る
が
、
広
く

業
者

才
結
実

し

た
の
は
新
な

の
運
動

の
■

モ

あ
る
。

し
た

一か

つ
て
、　
一
口

に
わ

た

つ
て
広
く

業
者

を
糾

合

し
た
統

一
的
運
動

は

未
発
展

な
地

帯

に
統

出

し
た

と

い
え

る
。

発
展

し
た
地

帯

と
木

希
震

な

柿
†
材

の
こ

の
よ
な
運
動

の
ち
が

い
は
、

ど

の
よ
う

な
原
円
中
に
よ

つ
て
も

た

ら

さ
れ

た

の
で
あ

ろ
う

か
。

こ
れ
を
明

ら

か
に
す

る

に
は
、
第

一
に
発
展

し

た
地

帯

と

末
発
展

な
地

帯

と

の
業
者

の
階
唇
構
成

の
ち
が

い
Ｌ

い
う

被

版
，
町
側

而

と
、
第

二

に
は

こ

の
こ
］
期

に
お
け

み
十酒

造
経

営

の
推

移

と

い
う
′

描
斉
柱
的
側

面

子
統

一
的

に
検
討
マ
す
る
必
要

が
▲
一る

よ
う

に
思

わ
れ
ろ
。

萩

述

の
部
合

土
第

二

の
側

面

か

ら
述

べ
る

●
と

に
し

■
一う
。

た
だ

Ｌ
ス

ー

れ
に

つ
い
て
は
別

稿

で
許

論

すヽ
る
予
定

で
▲
！一ろ

か

・ら
、
論

証

は

官
ト

イ
ｔ
こ
こ
で
は
ご
く
必
要
な
限
り
述
や、
ろ
止
め
る
。
簡
単
に
い
え
ば
、運
動

が
一何
わ
れ
た
十
四

・
五
年
は
、
十
一年
か
ら
，〓
二
年
に
か
け
一て
の
洒
一造
当
一の

全
般
崎
安
栄
期
か
ら
、
大
酒
造
業
者
へ
の
生
産
の
集
中
ぶ
放
し
く
一待
，っ
れ

た
十
年
代
一後
半
期
へ
の
転
換
期
一に
あ
た
つ
て
い
十
年

一）
の
転
換
の
一発
端
に

す
づ
十
三
年
十
月
ょ
り
，斑
行
の
酒
造
税
則
に
よ
る
酒
税
や
徴
、
次
に
加
え

すょ
ア
ア
レ
Ｑ
剛
始
に
よ
つ
て
玉
キ
一さ
れ
た
の
で
あ
る
。
す
で
一に
元
・老
帰
た

お
け
る
活
造
杭
則
兵
審
議
に
際
〓し
、
内
閣
委
吊
戸
国
秋
成
は
↓
す
法
ノ
出

ル
ヤ
其
■
一位
工
窮
シ
、
新
ル
モ
減
中者

（小
酒
お
一業
者
＝
筆
者
誰
一
（
者
一岐

↓ブ
倒
シ
テ
閉
店
ス
ル
二
三
リ
テ
、
却
テ
人
酒
造
家
ノ
十
福
ト
ナ
ル
一、
）ｒ

と
、
大
税
則
実
施
の
結
果
を
予
想
し
て
い
た
。
十
五
毎
剛
半
頃
ま

て
は
事

態
は
か
れ
が
予
想
ほ
ど
深
刻
化
し
な
か
つ
た
に
し
て
も
、
ま
さ
に
子、ぁ
片
一

円
を
た
ど
つ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
税
則
は
必
ず
Ｌ
も
）全
業
者
■

ら
抵
抗
を
引
起
す
性
格
の
も
の
で
は
な
く
、
業
者
の
階
層
に
よ
つ
て
共
●

た
対
応
を
生
み
出
す
べ
き
も
の
一
あ
つ
た
。

た
に
発
展
し
た
地
市
と
未
発
展
な
地
帯
と
で
は
ど
の
よ
う
に
業
者
の
幣
一

一】
構
成
か
る
か
つ
て
い
る
か
、
ま
た
そ
の
ち
が
い
が
有
の
よ
う
な
作
一月
■

も
つ
税
則
と
表
取
す
ろ
Ｌ
き
、
ど
の
）（う
な
帰
結
が
生
れ
る
か
を
考
え
て

兵
よ
う
。
経
済
的
発
展
に
は
極
め
て
短
期
間
は
別
と
し
て
一
般
的
あ
る

一

ほ
平
均
値
的
発
展
は
あ
り
え
な
い
こ
と
は
論
ず
る
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ

ろ
力、
ら
、
発
展
し
た
地
帯
で
は
、
そ
の
発
展
度
に
規
定
さ
れ
て
経
首
規
桜
一

の
分
化
は
す
で
に
高
度
に
進
行
し
、
業
者
の
階
層
構
成
は
ヒ
エ
ラ
ル
千
サ

ン
子
な
形
を
と
つ
ヤ
．
い
た
と
推
定
し
て
よ
か
ろ
う
。
し
た
が
つ
て
、
経
営
一

規
模
の
分
化
を
も
た
ら
す
杭
刑
の
作
用
は
、
発
展
し
た
地
帯
で
は
キ
≡〔）昨
・

唐
構
成
の
と
エ
ラ
ル
千
ッ
シ
ユ
な
た
め
に
、
内
部
的
矛
盾
ヤ
推
し
く
し
た

の
ネ
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
未
発
展
な
加
市
て
は
こ

営
規
模
の
分
化
は
遅
れ
、
業
者
の
階
層
構
成
は
比
較
的
フ
ラ
ッ
ト
て
あ
一

た
と
思
わ
れ
すつ
ｃ
し
た
が
つ
て
、
税
則
は
内
部
的
矛
盾
を
激
化
す
る
前
に
、

明
治
政
権
対
全
業
者
に
主
要
な
矛
盾
を
形
成
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
ｎ

ｔ
の
よ
う
に
、
上
に
、
因
幡
、
越
前
、
若
狭
、
丹
後
、
美
・作
等

に
統

！

的
逗
動
が
生
れ
た
社
会
的
条
件
は
、
酒
造
業
の
末
発
展
な
た
め
に
業
者
う
・

階
官
構
成
が
フ
ラ
ッ
ト
で
あ
つ
た
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
杵
一定
十

ろ
の
一
・あ
ろ
が
、
技
念
な
が
ら
、
こ
の
地
帯
の
業
者
の
階
膚
構
一成
を
直
考
一

一暑

つ
片

ろ

工
料

を
も

た

な

い
ｃ　
し
か

し
、
経

甘
一批
，恨
の
（
一一化

、

同

―
ヽ
！‥

ャ
，

て
あ

る
が

Ｔ
部
業

者

（
の
生
産

の
集

中

は
、

同
一時

に
地
域
差

の
拡
一人
、　
一

部

地
域

へ
の
生
産

の
集
中

と

い
う

形

態

で
も

■

わ
れ

る

は
ず

で

よ
〕
る

か

ら
、

以
上

の
地
市

内
部

の
郡

別
地
域
差

を
通

し

て
岡
接

的
に

子
・
？
階
層
椎

卜ｋ
ｔど
ヽ
フ
エ″
一か
つ
イＬ
ヤネ
トよ
う
。

第

一
二
〓

は
、
各
部
業
者

一
人
当

ゆ
酸
造
百

才
手
・れ
，
れ

の
数
一値
に
従

つ
て
日
ま

た
は
県
ど

と
に
排
列

し
た

も
の
て
あ

る
．

こ
の
■
う
た
一半

「
ャー‐１

は
厳
“

に
一筑
長
度
を
一表
現
す
る
よ
ゥの
で
は
な
い
か
、
大
ま
か
に
は
こ
れ

に

よ

つ
イ
、各
】叫
常
内
部

の
地
域
光

の
進

及
状
況
十
兵

る
こ
と
が
で

〓
よヽ
，■
）

本

表

の
読

ス

方

を

と

化

に

例

す

と

つ

て

い

た

は

、

業

者

一
人

当

，

清

泊

確

道
高

一
〇
●
石
未
満
の
郡
が
三
耶
、　
一
〇
〇
石
台
の
部
が

工
郡
、　
〓
口
一う
≡

右
台
の
耶
が

一
部
と
読
む
。

括

磨

は

か

な

り

発

展

し

た

批

帯
！
で

あ

る

こ

と

は

す

で

に

み

た

と

こ

ろ

キ
、

あ

る

が

、
太

表

に

よ

つ

て

も

そ

の

こ

と

が

認

め

ら

れ

る

。

す

な

わ

ち

、
各

郎

業

者

一
人

当

ワ

験

造

高

は

一
∩

５

石

台

か

ら

五
６

０

石

以

■

に

ま

で

天

≡

く

開

い

て

お

り

、
大

酒

造

経

営

を

分

出

し

、
ヤ
直
営
丸

標

の

一分

化

は

相

当

症

行

し

て

い

る

こ

と

が

う

か
が

わ

れ

る

。

主

要

な

運

動

地

村

で

は

最

も

参

加
千

が

低

位

で

あ

つ
た

の

一は

こ

の

た

め

か

と
も

忠

わ

れ

る

。

■
・
れ

は

と

，も

か
く

と

し

イ
一
ヤて

？

他

の

主

要

運

動

地

市

内

の
諸

郡

は

、

美

作

イ甲

の

一
部

が

二
●

●

石

台

で

あ

！る

の

を

時

い

て

、

そ

の

他

す

べ

て

〓
一一∪
Ｏ

石

禾

満

タ

ラ

ス

か

ら

二

〇

〇

一伯

台

ク

ラ

ス

の

範

囲

に

入

る
。

し

か

ヽ

上

佐

、
↓中四
幡

、
いは
前

、
十一

文

、
美

作

イ

は

二

〇

〇

石

未

満

の

郡

が

圧

倒

的

に

多

く

、
廿

後

に

い
た

つ

イ
．

は

す

べ

て

一０

０

石

未

満

の

郡

で

あ

る
。

そ

の

こ

と

は

一
部

の

北

域

に

、

例

え

ば

す

ｔ

に

み

た

よ
う

に

上

件
一
で

は

一局
知

市

一何

に

、

一四

幡

で

は

一鳥

取

市

―-6 2 -―- 6i3  -
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` 64 )

業者 1人当り清酒醸造高別郡数

3  3  1

5  2  1

Z  じ  1

1  6  1

(65)

五
〇
〇
石
以
上

０
０
０
乃
中以
上

五
〇
〇
石
以

上

”幽
（∪
０
万
工
口

三
〇
〇
石
台

二
〇
〇
石
台

一
〇
０
石
台

一
〇
〇
石
未
満

０
石

引;

数

年

15

1 5

因llI

「白首

越前

|ヨ府

県

１
０
１
１
Ｌ
Ｉ
（は
伝
ド

取
　
　
一
井

鳥
　
　
一
福

街
に
酒
造
業
の
中
心
地
を
生
み
出
し
て
は
い
ろ
が
、
し
か
‐ヽ点
と
湾
走
経
■

を
駆
逐
す
る
ほ
ど
の
大
酒
造
経
営
が
そ
こ
に
一分
出
せ
ず
、
月
辺
↓地
持
に
↑。

酒
造
経
一甘
が
広
汎
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
つ
ま
り
経
営
規
模
の
分
化
声

遅
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
こ
の
地
帯
の
上
唇
業
者

，
一
い
■

ドこ
、全
甲
的
レ
ベ
ル
か
ら
い
え
ば
恐
ら
く
中
位
か
、あ
る
い
店
一そ
れ
以
下
ｔ

あ
っ
た
ろ
う
。
土
佐
、越
前
、因
幡
の
上
層
業
者
が
広
く
小
酒
造
！業
者
を
打

み
な
ら
ず
、
周
辺
地
帯
で
あ
る
河
内
に
は
業
者
皆
無
の
部
が
四
部

が
あ

る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
灘
、
工八
阪
、
堺
等
の
中
心
地
に
大
酒
造
経
営
を
実

中
一的
≡
分
出
し
、
周
辺
の
中
小
酒
造
経
営
が
壊
減
的
状
況
に
追
い
や
六
４

て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
以
上
の
地
帯
の
こ
の
よ
う
な
膳
，造
■
発

展
し
た
地
帯

一
般
の
構
造
を
典
型
的
に
表
現
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
．

四

さ
て
、
以
上
述
べ
た
と
こ
ろ
を
し
め
く
く
り
な
が
ら
、
全
目
的
に
運
動

を
紋
観
し
て
お
こ
う
。

前
述
の
よ
う
に
、
減
税
稿
願
は
ま
づ
十
四
年
五
月
上
佐
に
行
わ
れ
、　
う，

い
で
九
月
播
磨
に
、
十
月
越
前
に
行
わ
れ
る
。
大
阪

・
京
都
会
議
は
、
』

由
党
史
」
が
述
べ
る
よ
う
に
↓
専
ら
自
由
党
同
志
の
首
謀
た
成
れ
る
」
ヽ
）

の
で
あ
つ
た
に
し
て
も
、植
木
の
呼
び
か
け
が
行
わ
れ
る
以
前
に

キ】ネ

に

そ
の
基
盤
と
な
る
バ、き
広
汎
な
業
者
の
自
主
的
運
動
が
、
以
上
の
三
軍
に

発
生
し
て
い
た
こ
と
を
見
落
し
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
ま
た

一
「
堂
党

■
」
の
述
べ
る
と
こ
ろ
の
こ
し
さ
は
あ
る
の
で
あ
つ
て
、
こ
の
地
方
“
〓

動
を
全
国
に
結
び
つ
け
る
プ
ラ
ン
は
業
者
自
身
か
ら
生
れ
出
な
か
つ
た
，

値
末
の
計
画
は
運
動
の
こ
の
よ
う
な
段
階
を
前
誰
さ
せ
る
。
す
な
十
ち
・

植
木
の
敏
文
は
、
次

々
と
連
続
し
て
各
地
に
運
動
を
発
生
さ
せ
る
た
キ
ーこ

こ
れ
ら
運
動
に
全
国
的
結
び
つ
き
を
与
え
る
。
こ
の
新
し
い
段
階
は
十
四

年
十
二
月
に

始
ろ
ぅ
十
二
月
は
じ
め
囚
幡
業
者
は
減
税
幸
願
を
行
つ
て
後

苫
ち
に
大
阪
会
議
に
総
代
派
遣
を
議
決
。
ま
た
・河
内
業
者
も
同
月
中
に
立

年

一
月
を
理
し
て
減
税
請
願
を
準
備
す
る
。
十
五
年

一
月
に
は
月
後
与
前

■
業
者
が
総
代
派
遣
を
議
決
す
ろ
．
前
段
階
ネ
・近
畿
、
東
れ
の
発
展
し
た

内

和

泉

津

一刊

ャ天

和
”

埴
妹

〇大  阪

級

し

た

た

の

は

、

石

の

よ

う

な

社

会

的

条

件

の

た

め

に

、

後

者

と

共

通

し

た

経

済

！的

剰
一一害

に

結

ば

れ

る

ン
こ

ろ

が

あ

つ

た

か

ら

で

は

な

か

ら

う

か

。

他

方

、

代

表

的

な

発

展

し

た

地

帯

で

あ

る

摂

津

、

和

泉

を

ニ
ニ

Ｌ

お

こ

う

。

兵

・臣

県
下

拒
一津
「で

は

一
∩
）○

石

未

満

か

ら

一
、

五

〇

〇

一狛
以

上

、

大

慎
府
下
摂
津
で
は

一
〇
〇
石
台
か
ら
五
〇
〇
石
以
上
、
和
泉
で
は
一
〔
Ｘ
〕

石
台
か
ら
五
〇
∩
）石
以

上
と
い
う
大
き
な
開
き
を
示
し
て
い
る
。
み
．れ
の

止
帯
で
運
動
が
行
わ
れ
た
の
は
橋
店
だ
け
で
あ
つ
た
が
、
こ
の
段
階
に
入

る
と
、
発
展
し
た
地
帯
の
運
動
も
を
千
な
が
ら
増
加
す
る
。
す
な
わ
ら
、

十
四
年
十
二
月
に
灘
業
者
が
立
ち
上
り
、
大
限

・
京
都
会
議
に
は
和
歌
山

県
那
賀
部
、
二
重
県
河
曲
郡
か
ら
業
者
総
代
が
派
遣
さ
れ
る
。
そ
の
こ
と

は
運
動
が
大
酒
造
業
者
層
を
も
巻
込
ん
で
そ
の
階
層
的
基
解
を
拡
大
す
る

方
同
力
・と
つ
た
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。
家
一永
氏
は
、
一減
税
運
動
が
全
目
的

（
伊
）

に
展
開
ｔ
た
の
は
京
都
会
議
終
了
後
で
あ
る
と
み
ら
れ
た
が
、
有
に
み
た

よ
う
に
、
植
木
が
激
文
を
発
す
る
以
前
に
全
目
的
運
動
の
素
地
が
形
成
さ

れ
、
十
四
を〓
上

百
月
か
ら
運
動
は
急
速
に
昂
けあ
し
て
全
再
的
に
段
階
に
入

つ
た
も
あ

Ｌ
み
て
よ
か
ろ
う
。

大
阪

・
京
都
会
議
終
了
以
後
、
地
方
で
は
運
動
は
継
杭
さ
れ
、
あ
ろ
い

は
新
た
に
発
生
す
る
が
、
近
ま
、
東
海
の
発
展
し
た
諸
地
帯
に
は
新
た
に

発
生
す
る
と
こ
ろ
も
な
く
、
む
し
ろ
減
少
さ
え
し
て
い
る
も
の
の
よ
う
で

あ
る
。
ま
づ
地
方
の
運
動
を
み
る
Ｌ
、
土
佐
、
越
前
、
一四
幡
、
若
狭
、
一舟

検
、
辞
馬
県
西
群
馬
郡
で
引
統
い
て
運
動
が
行
わ
れ
る
。
大

ネ
カ
県

ｒ
・
は

大
阪

‘
京
都
会
議
以
前
に
運
動
が
行
わ
れ
た
か
な
か
不
一明
で
あ
る
が
　
同

（筋
）
　
　
　
（範
）

会
議
た
出
席
し
た
業
者
の
指
導
で
九
月
に
会
議
が
開
か
れ
、
石
川
県
と
美

・作
で
は
新
た
に
運
動
が
発
生
す
る
。
近
畿
、
東
海
の
発
炭
し
た
話
辻
一荷
を

み
る
と
、
灘
業
者
は
す
で
に
四
月
に
納
税
延
期
請
願
の
線
に
後
退
し
、
引

杭
い
て
運
動
が
行
わ
れ
た
の
は
播
磨
と
二
重
県
河
曲
郡
の
み
で
あ
る
。
珊

在
明
ら
か
な
範
囲
で
推
定
す
れ
ば
、
大
酒
造
業
者
の
参
加
に
■
つ
て

一
日

拡
大
化
す
る
方
向
を
示
し
た
運
動

の
階
店
的
基
塩
は
再
び
地
方
業
者

（
と

，メ
／１、ウルト
の
〓週
を
一らぃた
つ
■
午
も
の
ハウ
エ
ン，
十
丁
わ
）ろ
３

地
方
，
違
助
が
い
つ
頓
か
ら
ｉ宴
遅
期
に
入
つ
た
か
子
一町
定
す
る
の
は
性
一

高 知  O土 佐
一

８

（ｏ

　

．

８

　

・Ｊ
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Ｌ
い
が
、
八

，
九
月
に
お
片
ろ
囚
幡
、
越
前
の
動
向
は
見
逃
し
雌
い
。
Ａ

月
中
旬
、
囚
幡
モ
ｋ
納
税
廷
期
を
請
願
す
ろ
分
派
が
現
わ
れ
た
≡
う
て
み

う
、
九
月
■
に
は
ま
た
越
前
業
者
が
納
税
延
期
請
願
の
線
に
後
モ
す
Ｌ
≡

一
う
Ｌ
ヤ
十
月
に
高
知
に
集
会
が
あ
つ
た
の
を
最
後
と
し
て
、
■
つ
ヤ
…，ｉ，

も
広
く
業
者
を
結
集
し
た
上
に
、
越
前
、
囚
幡
の
運
動
が
奏
を
消
し
ｆ
ト

■
，
し
た
が
つ
て
十
二
年
秋
か
ら
地
万
の
運
動
は
衰
退
期
に
入
つ
た
い
て

は
な
か
ろ
う
か
。
も
つ
と
も
、
十
五
年
末
か
ら
十
六
年
初
め
に
か
け
て
幸

作
で
は
二

〇
０
余
名
、
若
狭
で
は
八
〇
名
、
丹
後
で
は

一
三
六
夕
一〔ヤ業
者

を
結
集
し
た
が
、
一刊
記
三
日
の
運
動
が
か
つ
イ
．示
し
た
規
模
に
注
ギ
ノる
…、

の
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
し
て
運
動
は
十
六
年

一
・
二
月
頃
ぞ
駐
化

Ｌ

し
て
終
慮
す
る
。

一湾
だ
一会
議
は
、
ほ
ぼ
右
の
よ
う
な
過
程
を
た
ど
つ
た
も
の
の
よ
う
ｆ
あ

る
が
、
し
か
し

一
賞
し
て
運
動
の
主
「
ｆ
を
な
し
た
の
は
、
酒
造
当
十の
キ
碑

反
な
批
．帯
の
業
者
で
あ
つ
た
。
そ
う
し
て
い
ま
明
ら
か
に
し
た
範
囲
モ

十

た
は
、
こ
れ
ら
地
方
の
一量
期
は
地
方
上
層
業
者
が
広
汎
に
存
在
す
）や
一祥
筒

造
業
者
を
，指
導
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
つ
た
。
こ
の
よ
う
な
運
動
が
成
一

立
し
え
た
社
会
的
条
件
は
、
未
発
展
な
地
帯
に
あ
つ
て
は
そ
の
発
展
す
に

規
定
さ
れ
て
業
者
の
階
后
構
成
は
比
岐
的
フ
ラ
ッ
ト
で
あ
り
、
そ
の
ｌＬ
め

た
三
要
な
矛
盾
は
業
者
の
内
部
に
で
は
な
く
、
明
治
政
権
対
全
業
者
に
■

コ
れ
た
こ
と
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

一沖
Ｅ
会
一議
が
ど
の
，よ
う
な
意
味
を
も
つ
た
運
動
で
あ
つ
た
か
、
ま
た
，

か
に
し
■
先
に
述
べ
た
よ
う
な
過
程
を
た
ど
つ
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
に

は
十
三
年
酒
造
税
則
、十
五
年
改
正
追
加
酒
造
税
則
の
政
治
的
性
格
、卜〔一
よ

び
十
年
代
酒
造
経
営
の
推
移
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
Ｌ
か
Ｌ
■

は
、
東
北
で
は
社
会
の
注
目
を
引
く
程
の
運
動
か
行

わ
れ
な
か
で
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
一ほ
な
か
ろ
う
か
っ
一央
国
大
と
西
一口
不
と
の
≡
≡
≡

■
ど
う
解
し
た
ら
よ
‐、
か
、
筆
者
に
は
不
明
で
あ
る
か
、　
〓
！一告
讐
一

を
報
告
し
、
後
考
を
言
つ
こ
と
に
す
る
。

（３
）

不
表
中
、
十
五
年
五
月
十
月
の
も
の
は
ど
自
申
克
え
」
所
収
う
ャ

酒
杭
軽
減
請
願
書
」
に
よ
る
人
数
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
高
一一全
更
書

北
所
蔵

「
樺
出
資
紀
文
書
」
所
収
パ
ン
フ
レ
ツ
ト
の

「
酒
税
減
額
空

白
事一Ｆ

（速
山
茂
村
、
た
藤
試
郎
氏
凍
訂

「
自
由

帯
百
と

中
米
兵
ャ

■
）
に
は
、
党
史
原
本
に
記
さ
れ
て
い
ろ

「
０
０
そ
稔
代
」
の
文
■

■
剤
十捺
さ
れ
て
い
ろ
ぅ
―
工
【
が
つ
ヤ
一、　
一
一の
人
数
に
一疑
間
を
も
た
■

ろ
〒
も
つ
つ
う
か
と
な
わ
れ
る
の
で
、
党
兄
原
本
所
収
・々
車
堺
〓亨

・

バ
ン
ブ
レ
ッ
ト
の
建
白
書
の
成
立
過
程
を
一石
証
し
ヤ
】お
≡
１

ま
づ
前
述
の
点
以
外
に
一向
者
が
異
つ
て
い
る
点
を
挙
げ
て
お
く
と

第

一
に
、
本
文
の
字
旬
が
多
少
異
つ
て
い
る
。
し
か
し
、
内
容
●
ち

が
い
を
来
た
す
程
の
も
の
で
は
な
い
。
第
二
に
、
定
白
書
に
は
署
一宅

さ
れ
て
い
る
ほ
井
吉
二
郎
、
前
田
兵
次
の
名
が
請
願
書
署
名
納
に
な

く

（た
だ
し
詰
願
書
本
文
冒
頭
の
人
名
中
に
は
な
丼
の
名
が
記
喪
さ

■
て
い
）ｅ
、
ま
た
署
名
者
の
順
序
が
両
文
書
で
は
若
干
異
つ
て
，

ろ
．
第
二
に
、
日
付
に
ち
が
い
が
あ
り
、
詰
願
書
で
は
二
月
十
Ｆ
、

走
白
言
で
は
否
月
に
な
つ
て
い
ろ
．

二
種
の
文
書
は
次
の
よ
う
に
し
て
作
製
さ
れ
た
。
す
な

わ
ち
、
花

本
は
十
五
年
五
月
五
日
頃
か
ら
請
願
書
車
案
を
作
つ
て
会
議
に
お
え

（植
木
技
盛
ＥＩ
記
）
、
同
月
十
日
の
京
都
会
議
に
こ
れ
を
提

出
【
Ｌ
、

振
決
さ
れ
た

（自
叙
伝
Ｘ

≡」
れ
が
党
史
所
収
の
下
一月
十
日
付
者
一願

冒
頭
に
述
ダ、
た
本
稿
の
日
的
に
不
充
分
た
が
ら
連
し
え
た
と
思
わ
れ
る
の

で
、
下
の
点
の
検
討
ｔ
列
稿
た
め
ず
つ
、
不
市
は
こ
と
で
掴
竿
す
毛
．．

一証

（１
）

「市
木
枚
盛
と
酒
巳
会
議
」
（雄
史
評
論

一
九
五
七
年
八
月
号
）

（
２
）

Ｌ
い
つ
て
も
、
運
動
が
活
発
に
行
わ
れ
た
の
は
西
日
本
で
∴
的

東
日
本
、
と
く
に
東
北
は
不
活
発
で
は
な
か
つ
た
か
と
思
わ
れ
る
．

大
幅
Ａ
≡
〓小
卸仲
会
議
に
関
一泉
か
ら
そ
性代
を
）送
つ
た
の
は
、
千
輩
、
十
一坂
、

梓
馬
の
三
県
で
あ
る
が
、
常
生
表
に
を
」ギ
一る
ょ
う
に
、
運
動
の
み

―‐‐‐
一人
員
は
極
め
て
少
く
、
東
北
か
ら
は
一
名
も
出
席
し
て
い
な
い
。

私
ム
．と
も

「植
木
枚
盛
自
紋
仁
」
に
は
、
痛
，島
、
言
蚊
、
岩
手
、
私

日
の
東
北
誇
県
か
ら
出
席
の
約
束
が
あ
つ
た
が
、
故
障
ふ
る
Ｉ
は
錯

誤
あ
た
も
に
出
席
で
き
な
か
ムャ
た
、
と
記
さ
れ
、
ま
た
庄
司
古
乏
助

氏
　
日
本
攻
党
政
社
発
達
災
」
所
販
あ

「
自
由
党
貝
書
歯
」
に
は
、

を
浩
地
方
業
者
は
集
議
の
上
、総
代
に
！―！
寺
消
二
郎
を
送
出
し
た
が
、

何
あ

理
由
か
不
明
だ
が
、
山
寺
は
大
阪
会
議
出
席
を
町
念
し
た
こ
と

が
記
さ
れ
て
お
り
、
一穴
・ヽ
で
す
ネ
側
ら
か
の
運
動
が
一行
わ
れ
た
こ
と
を

示
し
て
い
■
ｕ
し
か
し
、
上
く
も
明
治
十
三
年
七
九
に
社
説

「
酒
札

茶
」
キ
一掲
致
し
て
、
政
府
の
酒
税
特
徴

へ
の
動
同
ｉ
批
判
し
、
以
後

も

一
貫
し
て
酒
枚
増
徴
Ｌ
立
も
筑
い
…１…Ｌ
判
を
続
け
た

「
東
京
杖
浜
毎

日
新
聞
‐
で
さ
え
、
西
日
本
の
酒
層
一会
試
に
つ
い
て
は
四
日
本
詰
新

聞
づ
報
道
を
転
駄
し
て
い
る
が
、
■
・北
に
つ
い
イ
■
は何
ら
報
道
を
戒

せ
イ
い
な
Ｌ
）
東
北
で
発
行
一さ
れ
汁
新
間
を
み
る
こ
ル
兵
牛
こ
一ヽ
な
か

つ
た
の
で
、
町
定
的
な
こ
と
は
い
，
一な

い
が
、
し
か
し
こ
の
十
一
と

書

で

あ

る

（

値

木

は

会

議

終

了

後

し

ば

ら

く

大

阪

に

と

デ
・ま

つ
て

い

た

が

、　

二
十

一一言
］ｒ

ｆ

■
二
十
一出

発

し

て

二

十

五

日

に

上

京
・、

六

店
一十

日

単一型

弔

高

頼

書

を

浄

書
一
含
日
記

）
、　
こ
れ

十
二

〒
下
六

日

に

小

原

ぶ

元

老
時町
に
呈
出
し
た

（矢
一永
氏
訓
掲
論
文
）。
植
木
が
東
京
・て
浄
書
し

た

の

が

、　
パ

一ン
フ

レ

ッ
ヽ
―
と

キ
は
つ

一
生

舎
口】夕
付

の
者
宇
日
主
中
で

工
め
一っ
ぅ
ち

し
た
か
つ
て
、
い
ず
れ
も
植
木
が
作
製
し
た
も
の
で
ネ
ー～
代

ま
た

か
」ｔ
は
自
叙
伝
で
、
会
議
に
出
席
し
た
業
者
は

「
各
共
帥
Ｉ
（地
の
同

業
者
数
十
宅
若
く
は
数
百
名
の
給
代
た
ろ
資
株
を
帯
び
云
々
」
と
ホ
．

ボ

て

お

り

、

主

え

所

収

の
話

願

書

に

祀

さ

れ

て

い
る

人

員

は

一
に

信

Ｈ

し

て

よ

■

ヽ
あ

と

思

わ
れ

ろ

ぅ

（
！
Ｘ

５

）

一か

レ

日

報

　

ｉ十

四

一午

八
月

五

、　

バ
、

‐■

Ｆ

号

↑
と

⌒
７

）

Ｈ

由

光

史

。

遠

山

に

藤

氏

校

訂

不

に

，ユ
ろ

。

以

下

同

様

．

↑
ｂ
）

一家

本
氏

師
，掲

論

文

（
９

）

一日

由

一覚

中
一

（
１０

）

天

阪

旧

報
い　

十

四

年

十

一
月

八

・
九

日

号

一
人

一炭

巳

科

」

は

、

こ

小り
際

越

前

七

郡

業

者

四

百

余

名

が

連

署

し

た

と
報
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
誤
報
で
あ
）宅

一縛
聴一書
に
「編
一

井
一県
エ
ア
リ
ナ
酒

造

ヲ
普
業

住
候

モ
ノ
四
百
余
一云

々
」

ナ
一あ

る

の
力
一

］ｔ

の
ま
ま

迎
著
者
数

と
Ｌ
・た

も
の
で
あ

る
が
、

こ

の
時
試

一限
才
行

つ

た

の
は
越

前

七
部

で
あ

つ
て
　

同
田
合

八
都
中

の

一
部

と
若

牧
田

は

参

加
し

て

い
な

い
。

し
た

が

つ
て
、
ど

名
者
数

は
報

じ
ら
れ

た
数

よ

り

少

い
は
ず

で
あ

る
。
（も

つ
と
も

福

キ
一県
全
業

者

四
百
焦
一・名
た

い
う

数

字
も
謀

つ
て

い
る
。

「
明

治
十

五
′年
福

オ
県

統
計

著
」

に
よ
れ

ば

、

十

四
年

度
醸

造
場
数

は
三

二

九
で
あ

る

か
ら
、
半
著

数

も

こ

の
程

度

―― br  ―



(68)(69)

と
兵
て
よ
い
じ
大
阪

「
京
都
会
議
に
は
安
立
ら
が
七
郡
三
百
名
子
代
一

と
し
て
出
席
し
て
い
る
か
ら
、
こ
の
最
初
の
詰
願
に
連
署
―
・た
業
者

数
も
、
ほ
ぼ
こ
の
程
度
で
あ
ろ
う
。

（１１
）

自
由
党
史

（・２
）

植
木
枝
盛
日
記

（‐３
Ｘ
・４
）

大
阪
日
報
　
十
四
年
十
二
月
二
十
四
日
号

（・５
）

自
叙
伝

（‐６
）
（・７
）

家
永
氏
前
掲
論
文

（瑚
）

「酒
屋
会
議
小
論
直

（仮
題

・
未
発
表
）

（‐９
Ｘ
列
）

自
由
党
史

（拠
）

家
永
氏
前
掲
論
文

（２２
）

自
由
党
え

（２３
）

大
阪
国
報
　
十
四
年
十
二
月
十
五
日
号

（嬰
）

別
稿
に
枝
計
表
を
試
せ
る
予
定
で
な
る
か
ら
、
委
浦
メ
．は
士
写

を
挙
げ
る
こ
と
は
省
略
す
る
。

（あ
）

し
た
が
つ
て
、
酒
税
増
徴
が
経
営
の
発
展
の
訴
度

を
れ

る

れ

汁
ご

と
は
否
定
し
え
な
い
が
、
か
と
い
つ
て
、
酒
犀
会
議
は
酒
立
の

引
上
げ
が

「
全
国
業
者
の
営
業
を
い
ち
ぢ
ろ
し
く
圧
迫
し
た
こ
と
に

始
る
」
（家
永
氏
前
褐
一論
文

・
力
点
筆
者
）
と
、
み
る
こ
ナ
】は
で
〓
■
年

い
。
そ
う
で
は
な
く
て
、運
動
の
性
格
は
、
〕て
れ
ま
で
発
展
し
続
す

才
．

き
た
経
営
の
一
層
の
発
展
を
阻
止
す
る
障
害
を
排
除
す
べ
く
超
一さ
れ

た
も
の
と
辞
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
は
別
稿
で
妻
一「ザ
〉た
■
υ

（郎
）

現

に
同
じ

（耳
Ｘ
弱
）

家
永
氏
前
掲
論
文

↑
ユ
）
　
子十
下
ど
千
，十
一
百
月
ニ
コ，「口，

（ゼ
）

自
由
新
聞
　
一十
五
年
十
二
月
二
日
、
六
日
号
ｖ

（お
）

前
掲
新
問
　
一同
年
同
月
二
十

一
日
号

（換
）

家
永
氏
前
掲
論
文

（
と‐５
）

立
憲
政
党
新
聞
　
一
！五
年
二
月
六
日

・
七
日
号

（布
）

自
由
党
兄

（斬
）

家
永
氏
前
掲
論
文

（４８
）

大
阪
日
報
　
十
四
年
十
二
月
四
日
号

（揮
）

明
治
二
十
五
年
兵
庫
県
統
計
書

（詢
）

続
灘
酒
沿
革
誌

（説
）

「
御
影
町
素

一
「灘
高
業
摂
行

四
十
年
史
」
「
酒
造

雑
，誌
上
第
再

旦一句十一打
ｒ」
】（】つ
．

（５２
）

続
灘
酒
沿
草
誌

会撹
）

家
本ヽ
氏
前
一掲
論
文

（ユ
）

政
府
側
の
弾
圧
の
有
様
に
つ
い
て
は
家
永
氏
前
掲
論
文
参
町
．

（蒟
）

新
潟
新
聞
　
十
五
年
二
月
二
日
号

（詢
）

「
新
潟
県
え

，
政
治
部

・
民
俗
」
（内
閣
文
庫
所
蔵
）
第

一部
は

明
治
八
年
か
ら
十
五
年
に
か
け
て
の
民
俗
を
記
し
て
い
る
が
　
そ
●

一
三
島
郡
員
俗

・
南
部
」
に
は
、
「
市
街
卜
称
ス
ヘ
キ
千
ノ
ナ
ン
、
来
一

レ
ト
モ
片
貝
村

ハ
商
耳
軒
ヲ
並

へ
殆
ン
ト
市
街
ノ
状

ヲ
ナ
シ
去
キ
一

と
記
さ
れ
、
ま
た

「
片
員
村

ニ
ハ
酒
造
家
某
子
屋
多
一ジ
ド
一
―
体ゥ記

さ
れ
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
ｃ

（５７
）

越
佐
毎
日
新
聞
　
十
六
年
二
月
三
十
日
号

⌒謎
）

自
由
党
史

（２９
）

「
明
治
十
二
年
大
阪
府
統
計
書
」
に
よ
ろ
）

（抑
）

立
憲
政
党
新
聞
　
」Ｔ
五
年
四
月
上
十
七
日
号

（「
一）　
　
白ロ
キロ
浮几
い人

の
じ
　
工念
供
口
親
　
十
四
年
十
月
五
日
号

（鞭
〕）　
　
白百
キ田
洋Ａ
内人

（３４
）

立
憲
政
党
新
聞
　
・一‐
二
年
六
月
七
日
号

（弘
〕）
　
由！甲
一出
洋兆
中
央

（係
”
）　
　
「い　　，に
閣円
ドゥ

（３７
）

家
永
こ全
耐
掲
論
文

（英
）

東
京
横
浜
毎
日
新
聞
　
キ
‐
五
年
二
月
二
日
号

（３９
）

立
憲
政
党
新
聞
　
・一‐‐五
年
十

一
月
八
日
号

こ
れ
に
よ
る
と
、
安
東
は
中
島
ン
同
じ
く
香
々
美
の
業
者
に
な
つ

て
い
る
が
、
こ
れ
は
誤
報
で
あ
ろ
う
。
「
自
由
新
聞
」
十
五
年
十
二

月
二

軍
号
は
、
一‐津
山
中
乏
町
安
東
久
次
郎
氏
は
一一
々
」
会
【〓
ギ
ー
二
一

十

一
日
号
で
は
久
治
郎
と
記
す
）
と
言
い
、
ま
た

一
自
由
党
員
宅
持
」

に

‐岡
山
県
束
高
条
郡
仲
之
町
　
安
藤
久
治
郎
Ｌ
の
名
が
記
さ
れ
、

東
ど
藤
の
違
い
は
あ
る
が
、
同

一
人
物
に
ち
が
い
な
い
。
し
た
か
つ

て
、
か
れ
は
津
山
仲
之
町
の
業
者
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

（４０
）

こ
ぅ
判
断
す
る
の
は
以
下
の
事
実
に
基
く
。
第

一
に
、
安
束
の

上
京
後
の
行
動
に
つ
い
て
は
、
当
時
植
本
が
編
集
に
当

つ
て

い
た

「
自
由
新
聞
直
が
詳
し
て
、報
道
し
て
い
る
。
第
二
に
、
一‐植
木
枝
盛
Ｈ

足
」
十
六
年

一
月
二
日
の
条
に

「
安
藤
久
次
郎
来
ろ
」
と
あ
る
。
右

の
二
つ
の
事
実
は
上
京
後
安
東
は
植
木

と
接
触
し
ヤＬ
い
た
こ
と
〓
不

―
！）ヤ」
い
〕一
．

（５９
）

一永
永
氏
一剛
一掲
去抑
す
〈

（６０
）

東
京
械
浜
毎
日
新
聞
　
十
五
年
十
二
月
六
日
号
）

（６‐
〕ャ　
例
ぇ
は
、
開
一治
十
四
年
，度
全
国
酒
類
醸
造
百
甲
、
清
酒
以
外
●

よ
あ
ャの
占
め
る
割
合
は
、
一橿
か

二
・
二
％
ル
に
す
ぎ
な
い

二
十日
本
帝

目
統
計
年
鑑
」
第
二
よ
り
算
出
！
９

全
業
者
中
清
酒
を
酸
造
し
な
い
業
者
が
何
％
し
め
る
か
に
つ
い
て

は
全
目
的
数
字
は
不
明
で
あ
る
か
、
明
治
亡
′年
か
ら
十
六
年
度
に
か

け
て
？
盤
坂
回
自
河
町
の
場
合
　
十

一
年
度
は
十
四
名
中
二
名
、
十

二
年
度
は
十
七
名
中
工
名
、
そ
の
他
の
年
度
は
全
業
者
が
浩
一酒
を
聴

造
し
ヤＬ
い
る

（斎
藤
次
郎
八
（氏

「
東
北
酒
兄
し
。

（６２
）

「
明
治
十
七
年
氏
知
県
統
計
書
」
よ
う
算
出
．

（６３
）

元
之
院
会
議
筆
記
　
十
三
年
九
月
十
七
百

・徹

Ｘ
年
）

家
永
氏
前
掲
論
文

（６６
）

右
川
県
で
は
十
五
年
七
月

一
日
金
沢
で
会
議
が
開
催
さ
れ
た

（矢
一永
氏
前
掲
論
文
）
。
次
い
で
九
月
二
十
五
口
各
那
総
代
二
十
会
名

が
登
沢
早
見
町
大
野
楼
に
参
集
し
、
講
願
苦
呈
出
を
議
決
し
た

一引

野
新
聞
十
五
年
十
月
七
日
号
）
。

追
記
　
本
稿
の
よ
う
な
拙
い
論
稿
を
発
表
す
る
の
は
ま
こ
と
に
汗
要
の

思
い
の
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
今
後
の
地
方
研
究
の
手
掛
り
や
、
あ

ろ
い
は
政
治
史
、
経
済
史
専
攻
の
方
々
の
検
討
の
ま
材

と

し

て
千
・

も
、
多
少
脅
一立
つ
こ
と
が
あ
れ
ば
と
考
え
、
改
え
て
発
表
す
る
こ
と

に
し
た
。
本
研
究
に
際
し
て
は
、
家
永
二
郎
、
西
日
員
寿
、
津
日
秀

夫
、
ホ
英
夫
等
の
諸
先
生
に
な
た
た
か
い
御
配
ほ
を
た
ま
わ
つ
た
。

記
し
て
あ

つ
く
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。
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